
平成２７年度 全国学力・学習状況調査

宮城県の調査結果報告
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Ⅰ 全国学力・学習状況調査結果の概要

１ 調査の目的

（１）義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から，全国的な児童生徒の学力

や学習状況を把握・分析し，教育施策の成果と課題を検証し，その改善を図る。

（２）そのような取組を通じて，教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。

（３）学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。

２ 調査実施日

平成２７年４月２１日（火）

３ 調査対象

・小学校第６学年，特別支援学校小学部第６学年の全児童

・中学校第３学年，中等教育学校第３学年，特別支援学校中学部第３学年の全生徒

４ 調査事項及び内容

（１）教科に関する調査

・小学校６年生：国語，算数，理科

・中学校３年生：国語，数学，理科

（２）生活習慣や学習環境に関する質問紙調査

・児童生徒に対する調査

・学校に対する調査

５ 参加状況（仙台市を含む）

【小学校調査】公立学校３９３校 参加児童数 １９,８４４名

【中学校調査】公立学校２０４校 参加生徒数 １９,８５４名
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６ 調査結果の概況

（１）平成19年度から平成27年度までの教科に関する調査結果一覧

「知識」に関するＡ問題 「活用」に関するＢ問題

全国 宮城県 全国平均 全国 宮城県 全国平均
問題数 問題数

平均正答率 平均正答率 との比較 平均正答率 平均正答率 との比較

H27 14 70.0 69.6 -0.4 ９ 65.4 63.9 -1.5
H26 15 72.9 74.2 +1.3 10 55.5 54.3 -1.2

国 H25 18 62.7 60.8 -1.9 10 49.4 47.6 -1.8
81.6 81.7 55.6 55.9H24 17 +0.1 11 +0.381.4-81.7 81.2-82.3 55.4-55.8 55.1-56.8
83.3 83.4 77.8 77.7小 H22 15 +0.1 10 -0.1語 83.2-83.5 82.7-84.0 77.7-78.0 76.9-78.5

H21 18 69.9 67.4 -2.5 10 50.5 49.8 -0.7
H20 18 65.4 64.2 -1.2 12 50.5 49.2 -1.3

学 H19 18 81.7 80.6 -1.1 10 62.0 61.0 -1.0
H27 16 75.2 74.1 -1.1 13 45.0 42.7 -2.3
H26 17 78.1 77.3 -0.8 13 58.2 56.8 -1.4

算 H25 19 77.2 76.3 -0.9 13 58.4 56.5 -1.9
校 73.3 72.7 58.9 58.1H24 19 -0.6 13 -0.873.1-73.5 71.9-73.5 58.7-59.1 57.2-59.1

74.2 73.8 49.3 47.8H22 19 -0.4 12 -1.5数 74.0-74.4 72.9-74.7 49.1-49.5 46.8-48.7
H21 18 78.7 77.5 -1.2 14 54.8 54.0 -0.8
H20 19 72.2 71.3 -0.9 13 51.6 50.4 -1.2
H19 19 82.1 81.1 -1.0 14 63.6 61.4 -2.2
H27 24 60.8 59.6 -1.2理

60.9 62.1 ※ 理科はＡ，Ｂの区別なし科 H24 24 +1.260.8-61.1 61.4-62.9
H27 33 75.8 76.1 +0.3 ９ 65.8 66.2 +0.4
H26 32 79.4 80.3 +0.9 9 51.0 52.0 +1.0

国 H25 32 76.4 77.6 +1.2 9 67.4 68.6 +1.2
75.1 76.2 63.3 65.5H24 32 +1.1 9 +2.275.0-75.2 75.6-76.7 63.2-63.4 64.9-66.2
75.1 76.2 65.3 66.7中 H22 35 +1.1 10 +1.4語 75.0-75.2 75.6-76.7 65.1-65.5 66.0-67.4

H21 33 77.0 78.1 +1.1 11 74.5 76.4 +1.9
H20 34 73.6 73.8 +0.2 10 60.8 61.8 +1.0

学 H19 37 81.6 80.8 -0.8 10 72.0 71.0 -1.0
H27 36 64.4 63.1 -1.3 15 41.6 40.7 -0.9
H26 36 67.4 65.6 -1.8 15 59.8 59.4 -0.4

数 H25 36 63.7 62.2 -1.5 16 41.5 39.7 -1.8
校 62.1 60.8 49.3 50.5H24 36 -1.3 15 +1.262.0-62.3 59.9-61.8 49.2-49.5 49.4-51.6

64.6 64.4 43.3 44.0H22 36 -0.2 14 +0.7学 64.4-64.8 63.4-65.4 43.1-43.5 42.9-45.1
H21 33 62.7 62.1 -0.6 15 56.9 57.7 +0.8
H20 36 63.1 61.4 -1.7 15 49.2 49.1 -0.1
H19 36 71.9 70.3 -1.6 17 60.6 59.4 -1.2

H27 25 53.0 53.7 +0.7理
51.0 52.7 ※ 理科はＡ，Ｂの区別なし

科 H24 26 +1.750.9-51.1 52.0-53.5

※ 平成22年度，24年度の値は，抽出校の平均正答率，下段は抽出校の平均正答率をもとに，悉皆調査を実施した場

合の県の平均正答率を想定した値の範囲（95%信頼区間 文部科学省の説明による 。平成23年度は，東日本大震災）

により中止。
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（２）教科に関する調査の結果
○ 国語については，小学校の「知識」に関するＡ問題 「活用」に関するＢ問題が全国平均を，

下回り，中学校のＡ問題，Ｂ問題については全国平均を上回った。

○ 算数・数学については，数学のＡ問題で昨年度と比較して全国平均との差が小さくなって

いるものの，Ａ問題，Ｂ問題とも全国平均を下回った。

○ 初めての悉皆調査となった理科については，小学校で全国平均を下回ったものの，中学校

では上回った。

（３）児童生徒質問紙調査の結果
○ 小・中学生ともに，朝食を毎日食べることなど，基本的な生活習慣に関する質問について

は，全国と比べて肯定的な回答をしている項目が多い。

○ 家庭で授業の予習，復習をしている割合は，小・中学生ともに全国値を大きく上回ってい

る。

○ 学校の授業以外で平日に小学生が１時間以上，中学生が２時間以上学習する割合は，小学

校が全国値よりも高いものの，中学生は低くなっている。また，土曜日や日曜日の学習時間

については，小・中学生ともに全国値よりも低い。

○ 長時間（３時間以上）携帯電話やスマートフォンで通話やメール，インターネットをして

いる割合は，全国値を下回っており改善しつつある。また，テレビ等の視聴時間（３時間以

上）やテレビゲーム，コンピュータゲーム等の使用（３時間以上）についても，小・中学生

ともに全国値より低く，昨年度よりさらに改善が見られる。

○ 授業のはじめに教師から目標を示すことや授業の最後に学習内容を振り返る活動を行うこ

とについては，小・中学生とも昨年度より改善されてきている。

（４）学校質問紙調査の結果
○ 将来就きたい仕事や夢について考えさせる指導に取り組んでいる学校の割合は，小・中学

校ともに全国値より高い。

○ 全国学力・学習状況調査の結果を分析し，具体的な教育指導の改善や指導計画等への反映

を行うことについては，県の独自調査を実施したことから，小・中学校ともに全国値より高

くなった。

○ 中学校においては，補充的な学習を行っている教科で正答率が高い傾向が見られる。

○ 教科の指導内容や指導方法に関して近隣の小・中学校と連携を行うことについては，小・

中学校ともに全国値より低い。

７ 今後の対応
○ 昨年度との比較で全国平均をやや下回る教科も増えているが，正答率の向上という形では表れ

ていないものの，児童生徒質問紙や学校質問紙結果ではこれまで課題としていた項目で改善が図

られつつある。学力向上に向けて基本となる「５つの提言」を，今後も全ての学校でさらに徹底

するよう働き掛けていく。また，文部科学省から提供される詳細なデータを宮城県検証改善委員

会等で分析し，検証改善委員会報告書として具体的な対応策を取りまとめ，各学校の授業改善が

図られるよう発信するともに，指導主事学校訪問や学力向上サポートプログラム事業の訪問等で

支援していく。

○ 課題である算数・数学の学力向上については，宮城県学力向上対策協議会が取りまとめた学力

向上対策「算数・数学ステップ・アップ５」を実践化・自校化できるよう，実践例を募集しホー

ムページ等で紹介したり動画配信等により理解を促したりするなど支援していく。

○ 昨年度から実施している県独自の学力・学習状況調査とこの全国調査を連動させた検証改善サ

イクルを各学校で構築できるよう，学力調査活用研修会等により支援するなど，今後も市町村教

育委員会と連携を図りながら，学力向上に向けた具体的な取組を進めていく。
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H27 H26 H25 H24 H22 H21 H20 H19 H27 H26 H25 H24 H22 H21 H20 H19

96.3 96.8 96.7 96.6 97.4 96.6 96.3 96.2 94.6 94.6 94.7 94.4 94.5 94.0 93.6 93.3

+0.7 +0.8 +0.4 +0.5 +1.0 +0.6 +0.9 +1.0 +1.1 +1.1 +0.9 +0.8 +1.2 +1.6 +1.7 +1.7

35.6 39.6 41.9 47.8 47.2 51.1 51.7 38.0 27.0 30.3 29.7 33.3 38.1 40.4 43.0 35.9

-0.5 +1.6 +3.3 +5.1 +3.9 +5.4 +5.6 +3.7 -3.5 -1.2 0.0 +0.8 +1.6 +2.4 +3.4 +2.8

15.9 17.4 16.1 13.7 12.6 13.0 14.0 9.8 18.6 19.8 14.3 10.5 10.2 10.5 10.4 10.5

-1.1 +0.4 +1.2 +1.1 +1.3 +1.4 +2.1 +0.9 -1.9 -0.5 0.0 -0.9 -0.6 +0.1 -0.1 -0.2

H27 H26 H25 H24 H22 H21 H20 H19 H27 H26 H25 H24 H22 H21 H20 H19

50.5 50.2 47.6 45.6 48.6 42.6 39.1 36.6 50.0 46.7 48.3 39.3 43.9 42.1 41.0 39.3

+7.1 +7.0 +6.3 +5.1 +8.2 +5.1 +3.7 +3.7 +14.7 +12.5 +14.8 +10.0 +13.0 +12.6 +12.6 +9.8

67.0 66.1 61.9 59.9 61.2 54.9 50.8 35.8 65.4 63.0 60.8 56.8 54.4 49.7 48.4 45.8

+12.5 +12.1 +10.5 +9.7 +11.6 +8.9 +7.4 -4.3 +13.4 +12.6 +12.2 +11.3 +10.9 +9.2 +8.8 +6.6

H27 H26 H25 H24 H22 H21 H20 H19 H27 H26 H25 H24 H22 H21 H20 H19

84.1 77.5 78.1 78.3 67.7 65.0

-2.2 -4.5 -4.4 -1.4 -3.8 -3.1

73.6 68.0 73.3 60.2 53.0 52.9

-1.7 -3.9 -3.4 +0.9 -0.3 +1.6

80.9 78.8 78.4 83.7 82.3 80.1 77.6 78.7 75.8 74.5 74.3 74.7 71.5 70.1 69.6 67.5

-1.1 -1.3 -1.5 +0.6 +0.0 +0.1 -0.4 +0.7 +1.5 +2.5 +2.4 +3.5 +1.6 +1.3 +2.8 +2.1

80.9 78.2 78.6 79.5 78.0 80.2 79.2 77.9 71.2 71.4 70.5 64.1 64.8 62.4 64.5 61.5

-0.1 -1.4 -1.6 +0.4 +0.8 +1.0 +0.8 +0.8 -0.4 -0.1 +0.0 -0.8 -0.9 -2.5 -1.0 -2.1

87.1 86.2 69.3 66.5

-0.8 +0.2 +2.5 +2.4

H27 H26 H25 H24 H22 H21 H20 H19 H27 H26 H25 H24 H22 H21 H20 H19

84.0 86.6 78.6 77.6 72.3 68.1 62.1 96.6 96.0 99.0 97.3 94.1 96.8 95.9

+11.6 +14.6 +7.1 +6.3 +1.7 -1.4 -4.1 +0.2 +1.8 +4.5 +2.0 -2.1 +0.9 +0.0

95.9 81.2 94.1 80.2

+4.0 -7.7 +6.2 -4.3

98.7 95.2 96.1 97.5 94.1 95.4

+0.6 -1.7 -0.4 +1.8 +0.1 +2.8

91.8 91.6 91.4 91.2 91.6 90.9

-2.1 0 -0.6 +0.3 +2.4 +2.8

94.4 93.2 89.1 94.0 91.6 88.3 90.1 82.2 96.5 96.5 96.0 94.9 94.2 95.0 89.5 85.8

+2.5 +2.6 -0.8 +4.2 +2.2 -0.8 +2.7 -1.2 +2.0 +2.9 +3.8 +3.3 +3.1 +4.1 -0.3 -1.9

85.3 82.5 86 89.5 85.4 85.5 87.4 82.6 83.3 84.7 78.3 84.6 84.9 85.9 81.4 84.4

+0.7 -0.7 +2.3 +6.6 +2.4 +2.2 +4.5 +2.3 -3.4 -1.4 -5.9 +0.7 +0.2 +3.2 -1.7 +2.3

70.8 71.9 67.0 66.6 68.1 73.2 72.7 68.9 83.4 78.3 72.3 82.0 77.2 81.3 78.7 73.7

-3.0 +1.0 -0.8 -1.2 -1.5 +4.3 +1.0 +3.9 +5.2 +3.4 -1.1 +7.3 +2.6 +7.2 +4.2 +3.6

41.2 38.5 33.2 35.6 41.8 38.3 36.5 33.0 59.8 54.4 54.1 59.4 57.7 55.9 55.5 53.8

-3.4 -2.2 -4.4 -3.2 +2.7 -0.9 -1.2 -0.4 -1.0 -1.6 +0.4 +5.3 +5.3 +5.0 +6.9 +7.3

92.6 89.8 87.4 91.9 89.6 88.5 93.1 88.8 87.3 88.1 88.9 87.3 89.0 88.2 91.8 91.2

+0.8 +0.3 +0.1 +3.6 +1.8 +1.8 +3.1 +1.0 -1.8 +0.5 +2.9 +0.3 +2.4 +2.1 +3.0 +4.5

61.6 54.4 54.7 55.0 58.4 55.4 59.2 56.4 61.2 59.4 52.5 53.9 52.6 60.0 55.9 55.1

0 -3.9 +0.3 +1.1 +4.5 +0.9 +1.4 -1.9 -4.2 -1.9 -5.8 -4.6 -4.1 +4.5 -3.2 -4.6

50.4 43.7 84.3 77.6

-5.4 -6.9 +5.5 +1.5

41.0 33.4 59.3 60.2

-6.2 -8.8 -3.2 +3.3

55.7 49.3 53.7 69.4 58.3 63.9 51.5 59.8

-11.0 -13.1 -15.5 -8.7 -17.2 -8.2 -18.0 -18.4

中学校
８項目

０項目

２項目

小学校

８項目

０項目

２項目

質　問　事　項

肯定的な回答が全国値を上回る項目数

肯定的な回答が全国値と等しい項目数

肯定的な回答が全国値を下回る項目数

28.5 29.1

21.2

-3.3

小学校（％） 中学校（％）

-2.9-6.4

３　学習に関する関心・意欲・態度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　※下段は全国との比較

質　問　事　項

10
算数・数学の指導として，発展的な学習の
指導を行ったか

12
理科の指導として，発展的な学習の指導を
行ったか

6
国語の指導として，様々な文章を読む習慣
を付ける授業を行ったか

9
算数・数学の指導として，補充的な学習の
指導を行ったか

注）示している数値は，「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」を合計した割合

5
国語の指導として，書く習慣を付ける授業
を行ったか

13
教科の指導内容や指導方法について近隣の
小・中学校と連携を行ったか

質　問　事　項

2

3
授業の冒頭で目標（めあて・ねらい）を児童生徒
に示す活動を計画的に取り入れているか

全国調査の結果を分析し，具体的な教育指
導の改善や指導計画等への反映を行ったか

1
将来就きたい仕事や夢について考えさせる
指導をしたか

-1.9 -1.5 -3.1

〈学校質問紙調査の結果〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※下段は全国との比較

7

13.6 11.8

-4.3 -4.3 -3.0 -4.9 -1.2

15.5 15.016.6

-1.1

土曜日や日曜日など学校が休みの日に，１
日当たりどれくらいの時間，勉強しますか
（塾や家庭教師含む，小学校：２時間以
上，中学校：３時間以上）

20.9 19.5 20.5 17.9

-5.8

-7.6 -1.7

-5.3 -7.2 -6.6+3.3 -0.3

16.3 15.4

-6.1

12.9 13.5

-5.9 -8.0

61.5 56.9 52.9 53.8 30.7 30.0 29.8 27.4

5 家で学校の授業の復習をしていますか

6

学校の授業時間以外に，普段（月～金曜
日），１日当たりどれくらいの時間，勉強
をしますか（塾や家庭教師含む，小学校：
１時間以上，中学校：２時間以上）

64.8 61.2

+1.6 +1.7

64.8

+2.1

　※下段は全国との比較

質　問　事　項

4 家で学校の授業の予習をしていますか

小学校（％） 中学校（％）

（２）基本的な生活習慣の具体的な例（はやね，早おき，朝ごはん等，生活に関する項目）
※下段は全国との比較

29.7

3
普段1日当たりどれくらいの時間テレビゲー
ムをしますか(３時間以上)

※２と３については，数値が高いほど，また，全国との比較の値が大きいほど改善の必要性が高い。

２　家庭での学習習慣について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1
朝食を毎日食べていますか

11
算数・数学の授業の内容はよく分かります
か

8
授業のはじめに目標（めあて・ねらい）が
示されていたと思いますか

9

児童生徒質問紙調査及び学校質問紙調査結果のポイント

〈児童生徒質問紙調査の結果〉

１　基本的な生活習慣について
（１）基本的な生活習慣関連項目（１０項目）について

小学校（％）

質　問　事　項
小学校（％） 中学校（％）

10 国語の授業の内容はよく分かりますか

中学校（％）

2
普段1日にどれくらいの時間テレビやビデ
オ・DVDを見ますか(３時間以上)

授業の最後に学習内容を振り返る活動をよ
く行っていたと思いますか

4
授業の最後に学習したことを振り返る活動
を計画的に取り入れているか

64.1

+2.1

22.0

-2.0

29.6

-5.5

15.6

-1.3

-3.2 -4.0

12 理科の授業の内容はよく分かりますか

7
国語の指導として，補充的な学習の指導を
行ったか

8
国語の指導として，発展的な学習の指導を
行ったか

11
理科の指導として，補充的な学習の指導を
行ったか

補足資料
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Ⅱ 各教科の調査の結果
１ 小学校国語Ａ問題
（１）結果の概要
○ 平均正答率は69.6％であり，全国平均を0.4ポイント下回る結果となっている。
○ 「書くこと」の領域において全国平均を1.1ポイント上回り，改善が図られている。
「 」「 」 ， 。○ 話すこと・聞くこと 読むこと の領域において全国平均を下回り 課題が見られる

（２）正答数分布状況
○ 全国と比較して，12問（85％程度）以上正答している児童の割合が全国と比べて低く，
正答数が７～11問（50～80％程度）の児童の割合が全国より高くなっており，全体的な底
上げが課題である。

【平成２７年度正答数度数分布グラフ】 【平成２６年度正答数度数分布グラフ】

（３）領域別の平均正答率
○ 「書くこと」の領域において全国平均を1.1ポイント上回っている。

○ 「話すこと・聞くこと 「読むこと」の領域において全国平均を下回っている。」

（４）設問別調査結果
○ 全国とのかい離が大きい（±４ポイント以上）設問等

（◇：かい離がプラス ◆かい離がマイナス，[ ]内の記号は設問番号）

【話すこと・聞くこと】
なし
【書くこと】
なし
【読むこと】
なし
【伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項】
◇ 漢字を読む（全員がすぐに承知した）問題の平均正答率は96.9％で，全国平均を4.4ポイ
ント上回っている ［１一３］。
◇ 漢字を書く（びょういんに行く）問題の平均正答率は80.1％で，全国平均を5.2ポイント
上回っている ［１二３］。
◆ 文の主語として適切なものを選択する問題の平均正答率は48.0％で，全国平均を5.1ポイ
ント下回っている ［２一］。

0

5

10

15

20

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

宮城

全国

0

5

10

15

20

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

宮城

全国

話すこと・聞くこと 書くこと 読むこと 合 計伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

県平均 全国平均 全国との 県平均 全国平均 全国との 県平均 全国平均 全国との 県平均 全国平均 全国との 県平均 全国平均 全国との
正答率 正答率 比 較 正答率 正答率 比 較 正答率 正答率 比 較 正答率 正答率 比 較 正答率 正答率 比 較
（％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％）年度

H27 49.2 53.0 -3.8 87.1 86.0 1.1 53.3 55.2 -1.9 77.5 77.2 0.3 69.6 70.0 -0.4

H26 69.5 72.4 -2.9 70.2 72.2 -2.0 68.5 68.5 0.0 75.5 73.7 1.8 74.2 72.9 1.3

H25 45.4 43.3 2.2 50.1 53.0 -2.9 60.7 60.1 0.6 60.8 62.6 -1.8 60.8 62.7 -1.9

H24 79.8 79.4 0.4 55.0 57.5 -2.5 82.5 82.1 0.4 86.8 86.3 0.5 81.7 81.6 0.1

H22 82.7 83.2 -0.5 66.0 67.7 -1.7 73.6 74.1 -0.5 86.0 86.8 0.2 83.4 83.3 0.1

H21 65.2 68.0 -2.8 84.9 85.4 -0.5 67.2 68.7 -1.5 60.9 64.2 -3.3 67.4 69.9 -2.5

H20 76.4 76.1 0.3 50.7 53.3 -2.6 44.1 44.5 -0.4 64.0 65.2 -1.2 64.2 65.4 -1.2

H19 54.5 56.6 -2.1 83.3 85.3 -2.0 67.0 67.3 -0.3 86.0 86.8 -0.8 80.6 81.7 -1.1

[問]

[％ ]

[問]

[ ％ ]
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話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項

選
択
式

短
答
式

記
述
式

宮
城
県
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

宮
城
県
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

１一１

5･6
(1)ウ
(ア)

○ 98.3 97.5 0.4 0.7 0.8 -0.3

１一２

5･6
(1)ウ
(ア)

○ 95.3 96.0 1.0 0.9 -0.7 0.1

１一３

5･6
(1)ウ
(ア)

○ 96.9 92.5 1.1 2.5 4.4 -1.4

１二１

5･6
(1)ウ
(ア)

○ 58.3 58.4 20.9 17.2 -0.1 3.7

１二２

5･6
(1)ウ
(ア)

○ 79.4 76.5 4.9 5.7 2.9 -0.8

１二３

5･6
(1)ウ
(ア)

○ 80.1 74.9 3.9 4.7 5.2 -0.8

２一

1･2
(1)イ
(カ)

○ 48.0 53.1 0.7 0.6 -5.1 0.1

２二

3･4
(1)イ
(キ)

○ 68.2 71.7 0.5 0.5 -3.5 0.0

３
5･6
エ ○ 49.2 53.0 0.5 0.5 -3.8 0.0

４
3･4
ウ ○ 87.1 86.0 0.2 0.3 1.1 -0.1

５一
5･6
ウ ○ 56.7 59.5 1.4 1.6 -2.8 -0.2

５二
5･6
ウ ○ 16.7 19.8 8.3 7.7 -3.1 0.6

６
5･6
エ ○ 66.7 67.5 1.8 2.6 -0.8 -0.8

７
5･6
イ

3･4
(1)イ
(オ)

○ 72.9 73.9 3.3 4.3 -1.0 -1.0

無
解
答
率
の
か
い
離

正
答
率
の
か
い
離

応募のきまりを守っていないものを
選択する

漢字を書く
（シャワーをあびる）

漢字を書く
（鳥のすを観察する）

漢字を書く
（びょういんに行く）

コラムの中で筆者が引用している言
葉を書き抜く

登場人物の関係についての説明とし
て適切なものを選択する

文の主語として適切なものを選択す
る

文の型として適切なものを選択する

聞き方の説明として適切なものを選
択する

説明の文章の書き方の工夫として適
切なものを選択する

コラムの中で筆者の読書体験が書い
てあるまとまりを選択する

正答率(％) 無解答率(％)問題形式

設問番号 設問の概要

学習指導要領の領域等

漢字を読む
（友人を家に招く）

漢字を読む
（自分の信念をつらぬく）

漢字を読む
（全員がすぐに承知した）
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２ 小学校国語Ｂ問題
（１）結果の概要
○ 平均正答率は63.9％で，全国平均を1.5ポイント下回っており，全国平均とのかい離は平成
２６年度より0.3ポイント大きくなっている。
○ 「書くこと 「読むこと」の領域において全国平均を下回り，課題が見られる。」

（２）正答数分布状況
○ 全国と比較して，8問(90％程度)以上正答している児童の割合が低い状況が見られ，全体的
な底上げが課題である。

【平成２７年度正答数度数分布グラフ】 【平成２６年度正答数度数分布グラフ】

（３）領域別の平均正答率
○ 「書くこと 「読むこと」の領域の平均正答率が，全国平均を下回っている。」，

○ 「書くこと」の領域の平均正答率の差は-1.4ポイントであり，全国平均とのかい離が平成

２６年度と比較して小さくなっている。

（４）設問別調査結果
○ 全国とのかい離が大きい（±４ポイント以上）設問等
（◇：かい離がプラス ◆かい離がマイナス，[ ]内の記号は設問番号）

[％]

【話すこと・聞くこと】設問なし

【書くこと】
「 」 ，◆ 中田とよさんへのインタビューの様子 の内容をまとめて書く問題の正答率は30.5％で
全国平均を4.2ポイント下回っている。[１三]

【読むこと】
なし

【伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項】設問なし

0

5

10

15

20

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

宮城

全国

0

5

10

15

20

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

宮城

全国

話すこと・聞くこと 書くこと 読むこと 合 計伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

県平均 全国平均 全国との 県平均 全国平均 全国との 県平均 全国平均 全国との 県平均 全国平均 全国との 県平均 全国平均 全国との
正答率 正答率 比 較 正答率 正答率 比 較 正答率 正答率 比 較 正答率 正答率 比 較 正答率 正答率 比 較
（％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％）年度

H27 59.7 61.1 -1.4 66.3 68.1 -1.8 63.9 65.4 -1.5

H26 50.9 51.2 -0.3 32.5 34.4 -1.9 55.7 57.3 -1.6 68.6 69.8 -1.2 54.3 55.5 -1.2

H25 63.1 64.8 -1.7 41.7 43.8 -2.1 46.1 47.9 -1.8 63.7 63.8 -0.1 47.6 49.4 -1.8

H24 62.6 63.0 -0.4 47.0 46.8 0.2 5.6 55.7 -0.1 54.7 55.2 -0.5 55.9 55.6 0.3

H22 75.0 75.4 -0.4 92.2 91.6 0.6 73.1 73.4 -0.3 72.3 73.0 -0.7 77.7 77.8 -0.1

H21 61.1 61.3 -0.2 12.7 14.5 -1.8 55.6 56.5 -0.9 58.5 59.7 -1.2 49.8 50.5 -0.7

H20 72.7 73.0 -0.3 48.0 49.1 -1.1 46.6 48.3 -1.7 49.2 50.5 -1.3

H19 67.6 70.9 -3.3 60.5 61.7 -1.2 56.5 57.7 -1.2 79.4 77.0 2.4 61.0 62.0 -1.0

[問] [問]

[ ％ ] [ ％ ]
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話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項

選
択
式

短
答
式

記
述
式

宮
城
県
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

宮
城
県
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

１一
5･6
イ ○ 75.0 74.6 0.4 0.5 0.4 -0.1

１二
5･6
ウ ○ 71.4 70.8 0.5 0.6 0.6 -0.1

１三
5･6
ウ ○ 30.5 34.7 4.3 4.0 -4.2 0.3

２一ア
3･4
イ ○ 73.4 75.5 4.0 3.6 -2.1 0.4

２一イ
3･4
イ ○ 84.7 86.0 6.5 5.6 -1.3 0.9

２二
5･6
ウ

5･6
ウ ○ 75.6 78.4 8.1 7.0 -2.8 1.1

２三
5･6
エ

5･6
ウ ○ 38.6 41.6 8.3 8.7 -3.0 -0.4

３一
3･4
ウ ○ 58.6 60.4 8.6 9.7 -1.8 -1.1

３二
5･6
ウ

3･4
ア ○ 67.1 66.6 13.8 15.1 0.5 -1.3

正
答
率
の
か
い
離

無
解
答
率
の
か
い
離

設問番号 設問の概要

学習指導要領の領域等

〈絵３〉の場面が始まるまとまりとし
て適切なものを選択する

声に出して読むときの工夫とその理由
を書く

問題形式 正答率(％) 無解答率(％)

新聞の割り付けとして適切なものを選
択する

見出しの表現の工夫についての説明と
して適切なものを選択する

【中田とよさんへのインタビューの様
子】の内容をまとめて書く

［ア］に入る言葉の意味として適切な
内容を書き抜く

［イ］に入る言葉として適切な内容を
書き抜く

【文章】の要旨をまとめて書く

楽器の分担の決め方について，【楽器
の分担図】を基にして書く

児童質問紙

宮城県 全国 かい離

76.8 77.7 -0.9

20.9 19.7 1.2

1.8 1.9 -0.1

46.7 49.2 -2.5

37.2 34.1 3.1

13.4 13.5 -0.1

2.5 2.6 -0.1

33.5 34.7 -1.2

33.8 32.9 0.9

26.2 25.3 0.9

6.2 6.6 -0.4

　調査問題の解答時間は十分でしたか　(国語Ｂ)

１　時間が余った

２　ちょうどよかった

３　やや足りなかった

４　全く足りなかった

質　　　　　　問　　　　　事　　　　　項

　今回の国語の問題について，解答を文章で書く問
題がありましたが，どのように解答しましたか

　調査問題の解答時間は十分でしたか。　(国語Ａ)

１　全て書く問題で最後まで解答を書こうと努力した

２　書く問題で解答しなかったり，解答を書くことを途中で諦めたりしたものがあった

３　書く問題は全く解答しなかった

１　時間が余った

２　ちょうどよかった

３　やや足りなかった

４　全く足りなかった
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３ 小学校算数Ａ問題
(１）結果の概要
○ 平均正答率は74.1％で，全国平均を1.1ポイント下回っており，全国平均とのかい離は平成
２６年度より0.3ポイント大きくなっている。
○ 平均正答率で全国平均を上回った問題は16問中４問であり，全ての領域で全国平均を下回っ
た。特に 「図形」の領域のかい離が大きく課題が見られる。，

（２）正答数分布状況
○ 正答数の分布は全国と同様の傾向が見られるが，全国の最頻値より左側の分布がやや厚い。
○ 全国と比較して，15問（90％程度）以上正答している児童の割合が低い。

【平成２７年度正答数度数分布グラフ】 【平成２６年度正答数度数分布グラフ】

（３）領域別の平均正答率

○ ４領域全てで，平均正答率が全国平均を下回っている。

○ 全国平均とのかい離は 図形 数量関係 の領域で平成２６年度よりやや小さくなり 数，「 」「 」 ，「

と計算 「量と測定」の領域ではやや大きくなっている。」

（４）設問別調査結果

○ 全国とのかい離が大きい（±4ポイント以上）設問等

（◇：かい離がプラス ◆かい離がマイナス，[ ]内の記号は設問番号）

【数と計算】
なし

【量と測定】
なし

【図形】
なし

【数量関係】
なし

数と計算 量と測定 図 形 合 計数量関係

県平均 全国平均 全国との 県平均 全国平均 全国との 県平均 全国平均 全国との 県平均 全国平均 全国との 県平均 全国平均 全国との
正答率 正答率 比 較 正答率 正答率 比 較 正答率 正答率 比 較 正答率 正答率 比 較 正答率 正答率 比 較
（％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％）年度

H27 79.6 80.1 -0.5 70.4 71.3 -0.9 62.4 64.5 -2.1 84.1 84.9 -0.8 74.1 75.2 -1.1

H26 81.7 81.8 -0.1 74.7 74.8 -0.1 69.5 71.8 -2.3 79.6 81.3 -1.7 77.3 78.1 -0.8

H25 80.0 80.2 -0.2 66.7 68.3 -1.6 70.9 72.5 -1.6 82.7 83.4 -0.7 76.3 77.2 -0.9

H24 74.6 75.0 -0.4 71.0 71.7 -0.7 73.0 72.6 +0.4 71.9 74.4 -2.5 72.7 73.3 -0.6

H22 75.0 74.1 +0.9 72.0 74.1 -2.1 83.7 83.1 +0.6 63.4 65.7 -2.3 73.8 74.2 -0.4

H21 81.2 82.8 -1.6 77.4 78.5 -1.1 81.1 81.3 -0.2 63.0 64.2 -1.2 77.5 78.7 -1.2

H20 76.2 76.8 -0.6 56.1 56.2 -0.1 71.6 72.7 -1.1 69.8 72.4 -2.6 71.3 72.2 -0.9

H19 79.6 81.5 -1.9 85.1 86.1 -1.0 86.3 86.1 +0.2 74.0 75.4 -1.4 81.1 82.1 -1.0
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[問]

[%][%]

[問 ]
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設問別集計結果

数
と
計
算

量
と
測
定

図
形

数
量
関
係

選
択
式

短
答
式

記
述
式

宮
城
県
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

宮
城
県
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

１（１）
4A
(2)
アウ

○ 70.9 71.0 0.7 0.6 -0.1 0.1

１（２）

4A
(2)ア
4A
(5)
アイ

○ 74.7 74.3 1.0 1.1 0.4 -0.1

１（３）

2A
(2)ウ
3A
(2)ウ
4A
(5)イ

○ 82.8 82.0 2.2 2.0 0.8 0.2

２（１）
2A
(2)ア ○ 98.2 98.2 0.1 0.2 0.0 -0.1

２（２）
4A
(5)イ ○ 70.1 69.5 0.7 0.7 0.6 0.0

２（３）
5A
(4)オ ○ 79.0 81.4 2.1 1.8 -2.4 0.3

２（４）
5A
(4)カ ○ 81.7 84.2 5.7 4.1 -2.5 1.6

３
3B
(3)イ ○ 71.4 74.8 1.1 1.0 -3.4 0.1

４（１）
4B
(2)
アイ

○ 83.8 81.3 0.3 0.3 2.5 0.0

４（２）
4B
(2)
アイ

○ 56.0 58.0 0.4 0.5 -2.0 -0.1

５（１）
3C
(1)
アウ

○ 48.8 50.6 1.7 1.6 -1.8 0.1

５（２）

3C
(1)ア
イウ
5C
(1)ウ

○ 60.9 64.5 2.5 2.4 -3.6 0.1

６（１）

2C
(1)ウ
4C
(2)ア
5C
(1)イ

○ 74.1 75.4 2.0 2.1 -1.3 -0.1

６（２）

2C
(1)ウ
4C
(2)ア

○ 65.7 67.6 3.5 3.4 -1.9 0.1

７

3D
(3)ア
5D
(4)

○ 80.8 81.8 2.0 2.3 -1.0 -0.3

８

3D
(2)ア
4D
(2)ア

○ 87.4 88.1 4.2 4.6 -0.7 -0.4

設問番号

６．７９－０．８を計算する

２８＋７２を計算する

小数の加法の結果を，減法を用いて確か
めるとき，当てはまる数値の組み合わせ
を書く

設問の概要

８．９－０．７８の差の概算の結果とし
て，ふさわしい数値を選ぶ

５．２１＋０．７は０．０１が何個集
まった数かを表すための式として，ふさ
わしい数値の組み合わせを書く

学習指導要領の領域

作成途中の直方体の展開図について，残
りの一つの面を付けてかく辺を選ぶ

円の中心と円周上の二点を頂点とする三
角形が二等辺三角形になる理由として，
最もふさわしい円の特徴を選ぶ

５／９－１／４を計算する

円の中心と円周上の二点を頂点とする三
角形の，角の大きさを求める

○を並べた図を基に式を読み，数に対応
する○を黒く塗る

ハンカチを５日間持ってきた人数が，学
年全体の人数の半分より少ない学年は，
４年生だけであることを示しているグラ
フを選ぶ

作成途中の直方体の展開図について，残
りの一つの面の長方形の縦と横の辺の長
さを書く

分度器の目盛りを読み，１８０°より大
きい角の大きさを求める

９０°，１８０°，２７０°，３６０°
を基準として角の大きさを見当付けたも
のから，正しいものを選ぶ

午後３時１０分までに図書館に着くため
に，所要時間の５分と２０分を基に，家
を出発する時刻を求める

５／６÷７を計算する

正
答
率
の
か
い
離

無
解
答
率
の
か
い
離

無解答率(％)問題形式 正答率(％)

- 10 -



４ 小学校算数Ｂ問題
（１）結果の概要
○ 平均正答率は42.7％であり，全国平均を2.3ポイント下回っている。全国平均とのかい離は
平成２６年度より0.9ポイント大きくなっている。
○ 平均正答率で全国平均を上回ったのは13問中２問で，知識・理解を問う問題だった。

（２）正答数分布状況
○ 正答数の分布は全国と同様の傾向が見られるが，全国の最頻値より左側の分布がやや厚い。
○ 全国と比較して，正答数が３～６問（20％～45％程度）の児童が多く，８問（60％程度）以
上正答している児童が少ない。

【平成２７年度正答数度数分布グラフ】 【平成２６年度正答数度数分布グラフ】

（３）領域別の平均正答率
○ どの領域においても平均正答率を下回っている。

○ 全国平均とのかい離は，平成２６年度に比べ４領域全てでやや大きくなっている。

（４）設問別調査結果
○ 全国とのかい離が大きい（±4ポイント以上）設問等

（◇：かい離がプラス ◆かい離がマイナス，[ ]内の記号は設問番号）

【数と計算・図形】
◆ 正三角形の性質を基に，示された周の長さから辺の長さが等しくなる位置を

求める問題の正答率は28.2%で全国平均を4.3ポイント下回っている。[３(１)]
【量と測定】
なし

【図形】
正三角形の性質や合同な三角形の性質を基に,アの角が３０°になる理由を◆

記述する問題の正答率は43.7%で，全国平均を5.4ポイント下回っている。
［３(２)］

【数量関係】
なし

数と計算 量と測定 図 形 合 計数量関係

県平均 全国平均 全国との 県平均 全国平均 全国との 県平均 全国平均 全国との 県平均 全国平均 全国との 県平均 全国平均 全国との
正答率 正答率 比 較 正答率 正答率 比 較 正答率 正答率 比 較 正答率 正答率 比 較 正答率 正答率 比 較
（％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％）年度

H27 39.4 42.4 -3.0 40.2 41.7 -1.5 43.8 45.6 -1.8 39.9 43.0 -3.1 42.7 45.0 -2.3

H26 59.7 61.3 -1.6 55.5 56.5 -1.0 65.8 65.7 +0.1 54.4 56.2 -1.8 56.8 58.2 -1.4

H25 46.7 48.3 -1.6 54.0 56.0 -2.0 78.2 79.3 -1.1 52.9 54.9 -2.0 56.5 58.4 -1.9

H24 52.5 54.0 -1.5 60.2 60.8 -0.6 63.2 63.3 -0.1 48.1 49.5 -1.4 58.1 58.9 -0.8

H22 54.8 55.8 -1.0 30.6 33.3 -2.7 40.3 42.0 -1.7 52.8 54.3 -1.5 47.8 49.3 -1.5

H21 55.0 55.8 -0.8 58.7 59.9 -1.2 54.6 56.4 -1.8 57.1 56.8 +0.3 54.0 54.8 -0.8

H20 64.3 65.2 -0.9 51.9 53.3 -1.4 59.9 61.2 -1.3 43.8 44.9 -1.1 50.4 51.6 -1.2

H19 55.0 58.9 -3.9 55.7 58.0 -2.3 71.0 72.5 -1.5 63.9 65.5 -1.9 61.4 63.6 -2.2

0

5

10

15

20

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

宮城

全国

0

5

10

15

20

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

宮城

全国

［％］ ［％］

[問］ [問]
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設問別集計結果

数
と
計
算

量
と
測
定

図
形

数
量
関
係

選
択
式

短
答
式

記
述
式

宮
城
県
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

宮
城
県
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

１（１）
4C
(1)イ ○ 95.3 95.2 0.1 0.1 0.1 0.0

１（２）
4C
(1)
アイ

○ 55.6 54.6 1.0 1.0 1.0 0.0

１（３）
4C
(1)
アイ

○ 26.2 27.7 16.0 14.3 -1.5 1.7

２（１）
5B
(4)ア

4D
(2)ア ○ 62.9 64.8 0.2 0.3 -1.9 -0.1

２（２）
5D
(3) ○ 9.6 13.1 5.0 4.5 -3.5 0.5

２（３）
5D
(3) ○ 47.4 51.0 15.6 12.8 -3.6 2.8

３（１）

3A
(4)ア
5A
(1)イ

3C
(1)ア ○ 28.2 32.5 8.1 6.7 -4.3 1.4

３（２）

3C
(1)
アイ
5C
(1)
イウ

○ 43.7 49.1 22.0 18.9 -5.4 3.1

４（１）
4A
(2)
アイ

○ 50.1 52.6 2.1 2.4 -2.5 -0.3

４（２）
4A
(2)
アウ

○ 60.1 62.0 3.0 3.9 -1.9 -0.9

４（３）
4A
(2)ア
イウ

○ 19.0 22.3 16.4 15.3 -3.3 1.1

５（１）

4B
(1)
アイ
5B
(1)ア

2C
(1)イ
4C
(1)イ
5C
(1)イ

○ 12.2 12.5 22.1 21.0 -0.3 1.1

５（２）

4B
(1)
アイ
5B
(1)ア

2C
(1)イ
4C
(1)イ
5C
(1)イ

○ 45.4 47.8 17.3 17.3 -2.4 0.0

児童質問紙

宮城県 全国 かい離

72.7 73.3 -0.6

25.1 24.0 1.1

1.6 1.9 -0.3

50.1 51.9 -1.8

34.6 32.7 1.9

12.0 11.8 0.2

3.1 3.0 0.1

33.2 34.8 -1.6

29.4 28.9 0.5

29.0 27.5 1.5

8.1 8.3 -0.2

　今回の算数の問題について，言葉や数，式を使っ
て，わけや求め方などを書く問題がありましたが，
どのように解答しましたか

　調査問題の解答時間は十分でしたか　(算数Ａ)

　調査問題の解答時間は十分でしたか　(算数Ｂ)

質　　　　　　問　　　　　事　　　　　項

１　全ての書く問題で最後まで解答を書こうと努力した

２　書く問題で解答しなかったり，解答を書くことを途中で諦めたりしたものがあった

３　書く問題は全く解答しなかった

１　時間が余った

２　ちょうどよかった

３　やや足りなかった

４　全く足りなかった

１　時間が余った

２　ちょうどよかった

３　やや足りなかった

４　全く足りなかった

正
答
率
の
か
い
離

無
解
答
率
の
か
い
離

設問番号 設問の概要

学習指導要領の領域 正答率(％) 無解答率(％)

平行四辺形を構成することができる，四
つの辺の組み合わせを選ぶ

作図に用いられている平行四辺形の特徴
を選ぶ

問題形式

示された図において，分割された二つの
図形の面積が等しくなるわけを書く

示された図形の色がついた部分の面積を
求める

四つの数を四捨五入して，千の位までの
およその数に表し，それらの数の和を求
める式と答えを書く

切り上げて計算した結果が１００００で
あることから分かることを選ぶ

目標に達するには，１２月に３０００個
のキャップを集めればよいわけを書く

示された割り引き後の値段の求め方の中
から誤りを見いだし，正しい求め方と答
えを書く

周の長さが２４ｍの正三角形を巻き尺で
つくるために，それぞれどこの目盛りの
ところを持てばよいかを書く

合同な二つの三角形を巻き尺でつくった
ときに，㋐の角が３０°になるわけを書
く

二組の道のりが，それぞれ等しくなるこ
とを書く

トマトを７個買うとき，最も安くなる買
い方を選び，そのときの代金を書く

２０％増量した商品の内容量が４８０ｍ
Ｌであるとき，増量前の内容量を求める
式と答えを書く
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５ 小学校理科
（１）結果の概要
○ 平均正答率は59.6％で，全国平均を1.2ポイント下回っている。全国平均とのかい離は平成
２４年度より2.4ポイント大きくなっている。
○ 全ての領域で，全国平均を下回っている。

（２）正答数分布状況
， 。○ 正答数の分布は全国と同様の傾向が見られるが 全国の最頻値より左側の分布がやや厚い

○ 全国と比較して，18問(75％)以上正答している児童の割合が低く，8問～15問（33～63％程
度）正答している児童の割合が高くなっている。

【平成２７年度正答数度数分布グラフ】 【平成２４年度正答数度数分布グラフ】

（３）領域別の平均正答率
○ 全ての領域の平均正答率が，全国平均を下回っている。
○ 主として「知識」に関する問題の正答率が0.8ポイント，主として「活用」に関する問題の
正答率が1.5ポイント全国平均を下回っている。
○ 「物質 「エネルギー」のＡ区分の平均正答率の差がそれぞれ1.9ポイント，全国平均を下」
回っている。

（４）設問別調査結果
○ 全国とのかい離が大きい（±4.0ポイント以上）設問等
（◇：かい離がプラス ◆かい離がマイナス，[ ]内の記号は設問番号）

【物質】
， ，◆ 水の温まり方について 実験結果から考え直した内容を選ぶ問題の正答率は47.6％であり

全国平均を4.1ポイント下回っている。[３(３)]

【エネルギー】
なし

【生命】
◆ メダカのめすとおすを見分けるための観察する部分を選ぶ問題の正答率は68.7％であり，
全国平均を9.3ポイント下回っている。[２(１)]

【地球】
なし

主として「知識」に関する問題 主として「活用」に関する問題 合 計

県平均 全国平均 全国との 県平均 全国平均 全国との 県平均 全国平均 全国との
正答率 正答率 比 較 正答率 正答率 比 較 正答率 正答率 比 較
（％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％）年度

H27 60.5 61.3 -0.8 59.0 60.5 -1.5 59.6 60.8 -1.2

H24 71.5 69.1 +2.4 58.3 57.6 +0.7 62.1 60.9 +1.2

物質 エネルギー 生命 地球 合 計

県平均 全国平均 全国との 県平均 全国平均 全国との 県平均 全国平均 全国との 県平均 全国平均 全国との 県平均 全国平均 全国との
正答率 正答率 比 較 正答率 正答率 比 較 正答率 正答率 比 較 正答率 正答率 比 較 正答率 正答率 比 較
（％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％）年度

H27 55.5 57.4 -1.9 63.7 65.6 -1.9 60.0 61.2 -1.2 57.5 57.8 -0.3 59.6 60.8 -1.2

H24 63.2 61.4 +1.8 60.4 61.4 +1.8 69.8 68.6 +1.2 51.4 50.6 +0.8 62.1 60.9 +1.2
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[問]

[％] [％]

[問]
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 設問別集計結果

物
質

エ
ネ
ル
ギ
ー

生
命

地
球

１（１） ○
5A

(2)ア
○ 76.0 77.6 0.1 0.2 -1.6 -0.1

１（２） ○
5A

(2)ア
○ 58.6 61.2 0.5 0.7 -2.6 -0.2

１（３） ○
4A

(2)ア
5A

(2)ア
○ 60.3 62.8 1.1 1.1 -2.5 0.0

１（４） ○
3A(4)イ
5A(2)ア
  (3)ア

○ 52.7 53.2 1.0 1.3 -0.5 -0.3

１（５）ア ○
4A(3)ア
5A(3)イ

○ 71.4 72.7 0.7 0.9 -1.3 -0.2

１（５）イ ○
4A(3)ア
5A(3)イ

○ 63.4 66.2 0.8 1.0 -2.8 -0.2

２（１） ○
5B

(2)ア
○ 68.7 78.0 0.2 0.3 -9.3 -0.1

２（２）
よし子

○
5B(1)ア
  (2)ア
   イウ

○ 75.9 76.3 0.6 0.6 -0.4 0.0

２（２）
ひろし

○
5B(1)ア
  (2)ア
   イウ

○ 69.5 69.0 0.7 0.8 0.5 -0.1

２（３） ○
5B

(2)イ
○ 63.5 61.6 15.9 16.1 1.9 -0.2

２（４） ○
5B

(2)イ
○ 39.3 37.9 0.7 1.0 1.4 -0.3

２（５） ○
5B

(1)ウ
3B

(3)ア
○ 43.0 44.2 3.2 2.8 -1.2 0.4

３（１） ○
4A

(2)ウ
○ 82.8 81.9 0.4 0.5 0.9 -0.1

３（２） ○
4A

(2)イ
○ 50.7 54.0 0.6 0.7 -3.3 -0.1

３（３） ○
4A

(2)イ
○ 47.6 51.7 1.0 1.1 -4.1 -0.1

３（４） ○
5A

(1)イ
○ 68.8 70.7 11.7 10.7 -1.9 1.0

３（５） ○
5A

(1)イ
○ 50.8 51.7 2.4 2.9 -0.9 -0.5

３（６） ○
5A

(1)イ
○ 27.3 28.9 6.4 5.7 -1.6 0.7

４（１） ○
4B
(4)
アウ

○ 40.4 41.0 1.8 2.0 -0.6 -0.2

４（２） ○
4B

(4)ア
○ 56.4 56.1 1.8 2.0 0.3 -0.2

４（３） ○
4B

(4)ウ
○ 54.9 55.3 1.8 2.2 -0.4 -0.4

４（４） ○
4B

(4)ウ
○ 64.6 65.0 2.6 3.0 -0.4 -0.4

４（５） ○
4B

(3)イ
○ 59.1 58.5 15.9 15.2 0.6 0.7

４（６） ○
4B

(3)イ
○ 84.2 84.2 3.6 4.2 0.0 -0.6

児童質問紙

宮城県 全国 かい離

75.3 76.1 -0.8
21.8 20.7 1.1
1.6 1.8 -0.2
49.2 50.3 -1.1
30.6 29.3 1.3
16.4 16.3 0.1
3.3 3.5 -0.2

設問番号 設問の概要

枠組み 学習指導要領の区分等 問題形式 正答率(％) 無解答率(％)

主
と
し
て
「

知
識
」

に
関
す
る
問
題

主
と
し
て
「

活
用
」

に
関
す
る
問
題

Ａ区分 Ｂ区分

振り子時計の軸に用いる適切な金属を選び，
選んだわけを書く

電磁石と磁石が退け合うようにするための極
の組み合わせを選ぶ

電磁石の働きを利用した振り子が左右に等し
く振れる導線の巻き方や乾電池のつなぎ方に
ついて，当てはまるものを選ぶ

全
国
（

公
立
）

宮
城
県
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

振り子が１往復する時間を変える要因を調べ
るため適切に条件を変えた振り子を選ぶ

振り子時計の進み方を調整する内容を選ぶ

選
択
式

短
答
式

記
述
式

宮
城
県
（

公
立
）

顕微鏡の適切な操作方法を選ぶ

インゲンマメとヒマワリの成長の様子や日光
の当たり方から，適した栽培場所を選び，選
んだわけを書く

水蒸気の状態の説明として当てはまるものを
選ぶ

メダカのめすとおすを見分けるための観察す
る部分を選ぶ

生物の成長に必要な養分のとり方について，
仲間分けした観点を選ぶ

示された器具（顕微鏡）の名称を書く

正
答
率
の
か
い
離

無
回
答
の
か
い
離

水が水蒸気になる現象について，その名称を
書く

地面に水をまいたときの地面の様子と温度変
化について，実験結果から言えることを選ぶ

夕方にみられる月の形と場所を選ぶ

星座の動きを捉えるために必要な記載事項を
選ぶ

観察した星座や雲の動きを選ぶ

メスシリンダーで一定量の水をはかり取る適
切な扱い方を選ぶ

水の温度と砂糖が水に溶ける量との関係のグ
ラフから，水の温度が下がったときに出てく
る砂糖の量を選び，選んだわけを書く

方位についての情報から，観察している方位
を選ぶ

水の温まり方の予想を基に，温度計が示す温
度が高くなる順番を選ぶ

水の温まり方について，実験結果から考え直
した内容を選ぶ

示された器具（メスシリンダー）の名称を書
く

質　　　　　　問　　　　　事　　　　　項

　今回の理科の問題について，解答を文章などで書く問題
がありました。それらの問題について，どのように解答し
ましたか

　調査問題の解答は十分でしたか

１　全て書く問題で最後まで解答を書こうと努力した。

２　書く問題で解答しなかったり，解答を書くことを途中で諦めたりしたものがあった。

３　書く問題は全く解答しなかった。

１　時間が余った。

２　ちょうどよかった。

３　やや足りなかった。

４　全く足りなかった。
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６ 中学校国語Ａ問題
（１）結果の概要
○ 平均正答率は76.1％であり，全国平均を0.3ポイント上回る結果となっている。
○ ｢話すこと・聞くこと｣「書くこと 「読むこと 「伝統的な言語文化と国語の特質に関する」 」
事項」の全ての領域において全国平均を上回り，基礎的・基本的な内容に関する知識・技能
について，バランスよく定着が図られている。

（２）正答数分布状況
○ 正答数の分布は全国とほぼ同様の傾向が見られる。

【平成２７年度正答数度数分布グラフ】 【平成２６年度正答数度数分布グラフ】

（３）領域別の平均正答率
○ 全ての領域において全国平均を上回っている。

（４）設問別調査結果
○ 全国とのかい離が大きい(±４ポイント以上)設問等
（◇：かい離がプラス ◆かい離がマイナス，[ ]内の記号は設問番号）

【話すこと・聞くこと】
なし

【書くこと】

なし
【読むこと】

なし
【伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項】
◆ ｢青い｣と｢青さ｣の品詞として適切なものを選択する問題の平均正答率は29.3

％で，全国平均を4.4ポイント下回っている ［９四②］。

話すこと・聞くこと 書くこと 読むこと 合 計伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

県平均 全国平均 全国との 県平均 全国平均 全国との 県平均 全国平均 全国との 県平均 全国平均 全国との 県平均 全国平均 全国との
正答率 正答率 比 較 正答率 正答率 比 較 正答率 正答率 比 較 正答率 正答率 比 較 正答率 正答率 比 較
（％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％）年度

H27 80.2 79.7 0.5 74.3 73.6 0.7 86.7 86.1 0.6 73.0 72.9 0.1 76.1 75.8 0.3

H26 74.1 72.3 1.8 84.4 83.4 1.0 83.8 82.9 0.9 79.3 78.7 0.6 80.3 79.4 0.9

H25 78.6 77.6 1.0 66.1 64.5 1.6 81.6 80.0 1.6 78.6 77.5 1.1 77.6 76.4 1.2

H24 89.4 87.7 1.7 89.0 88.1 0.9 66.7 65.4 1.3 74.7 73.7 1.0 76.2 75.1 1.1

H22 75.6 74.2 1.4 71.6 71.1 0.5 77.9 76.6 1.3 76.8 75.8 1.0 76.2 75.1 1.1

H21 87.0 86.8 0.2 65.8 64.6 1.2 76.7 75.7 1.0 77.4 76.0 1.4 78.1 77.0 1.1

H20 80.3 80.1 0.2 55.8 55.2 0.6 71.2 71.0 0.2 75.4 75.2 0.2 73.8 73.6 0.2

H19 90.3 90.1 0.2 74.1 73.4 0.7 79.9 80.6 -0.7 78.2 80.3 -2.1 80.8 81.6 -0.8

0
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宮城

全国

[％]

[問]
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宮城
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[問]

[％]

33
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 設問別集計結果

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項

選
択
式

短
答
式

記
述
式

宮
城
県
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

宮
城
県
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

１一
１
イ ○ 93.8 93.0 0.1 0.1 0.8 0.0

１二
１
ウ ○ 64.4 65.0 13.1 12.0 -0.6 1.1

２一
１
オ ○ 80.7 79.8 0.1 0.2 0.9 -0.1

２二
１
エ ○ 84.4 83.6 0.1 0.2 0.8 -0.1

３一
１(１)
イ(オ) ○ 56.0 58.3 0.4 0.4 -2.3 0.0

３二
１
ウ ○ 89.5 88.7 0.1 0.2 0.8 -0.1

３三
２
イ ○ 90.7 89.8 0.3 0.3 0.9 0.0

４一
１
ウ ○ 65.6 67.6 4.2 4.2 -2.0 0.0

５一
２
オ ○ 94.2 93.6 0.2 0.2 0.6 0.0

６一
１
イ ○ 71.5 71.3 0.2 0.3 0.2 -0.1

６二
１
エ ○ 87.7 87.1 0.4 0.4 0.6 0.0

７一
２
イ ○ 72.4 70.6 0.5 0.7 1.8 -0.2

７二
２
ウ ○ 68.3 66.4 8.6 8.6 1.9 0.0

８一
１
エ ○ 85.5 84.6 0.4 0.6 0.9 -0.2

８二
１
エ ○ 77.0 76.1 0.5 0.7 0.9 -0.2

９一１
２(１)
ウ(イ) ○ 87.9 88.5 2.2 2.2 -0.6 0.0

９一２
２(１)
ウ(イ) ○ 71.3 72.1 11.2 10.1 -0.8 1.1

９一３
２(１)
ウ(イ) ○ 68.8 70.9 19.1 15.9 -2.1 3.2

９二１
２(１)
ウ(ア) ○ 78.8 78.2 5.1 5.1 0.6 0.0

９二２
２(１)
ウ(ア) ○ 94.7 94.1 0.8 1.2 0.6 -0.4

９二３
２(１)
ウ(ア) ○ 97.7 97.2 1.0 1.3 0.5 -0.3

９三ア
２(１)
イ(イ) ○ 98.1 97.6 0.3 0.5 0.5 -0.2

９三イ
１(１)
イ(ウ) ○ 58.2 55.5 0.8 0.9 2.7 -0.1

９三ウ
２(１)
イ(ア) ○ 85.0 84.1 0.5 0.7 0.9 -0.2

９三エ
１(１)
イ(ウ) ○ 74.1 70.8 0.6 0.8 3.3 -0.2

９三オ
１(１)
イ(ウ) ○ 49.7 49.0 0.5 0.7 0.7 -0.2

９三カ
２(１)
イ(イ) ○ 87.4 86.9 0.7 0.9 0.5 -0.2

９四①
１(１)
イ(エ) ○ 60.2 62.3 0.8 0.9 -2.1 -0.1

９四②
１(１)
イ(エ) ○ 29.3 33.7 1.0 1.1 -4.4 -0.1

９五
１(２)

ア ○ 85.1 85.9 0.6 0.8 -0.8 -0.2

９六
１(２)

ア ○ 61.5 58.2 1.0 1.2 3.3 -0.2

９七１
２(１)
ア(イ) ○ 76.1 75.3 1.2 1.4 0.8 -0.2

９七２
１(１)
ア(イ) ○ 66.9 66.7 10.5 9.9 0.2 0.6

設問番号 設問の概要

学習指導要領の領域等

意見文に対して出された指摘の理由として適切なものを
選択する

意見文を直した意図として適切なものを選択する

用いられている表現の工夫として適切なものを選択する

問題形式 正答率(％) 無解答率(％)

スピーチの途中で聞き手の反応を見て，とった対応とし
て適切なものを選択する

「成否」という言葉を，聞いて分かりやすい表現に直す

「なぜ，排水管はＳ字形になっているのか。」という問
いに対する答えとして適切なものを選択する

「あす」と「あした」という言葉の意味の変化を整理し
た表に当てはまる言葉として適切なものを選択する

文章について説明したものとして適切なものを選択する

一人も返事をしたものがなかった理由として適切なもの
を選択する

嘉助の言動から読み取れる様子として適切なものを選択
する

棒グラフの　　部の変化の内容を適切に書く

漢字を読む（シャツの袖をまくる）

漢字を読む（学校のことが新聞に載る）

二つの回答案の構成の違いを説明したものとして適切な
ものを選択する

要望を適切に捉え，回答案の冒頭に一文を加える

インタビューをする際の質問の意図として適切なものを
選択する

意図に合った質問として適切なものを選択する

 
 
無
解
答
の
か
い
離

漫画の言葉に対応する部分として適切なものを古典の文
章の中から選択する

古典の作品名を漢字で書く

　
 
正
答
率
の
か
い
離

「青い」と「青さ」の品詞として適切なものを選択する

運筆の際の説明に対応する部分として適切なものを選択
する

手紙の後付けの直し方とその理由として適切なものを選
択する

適切な語句を選択する（将来は，気象予報士になりた
い）

適切な語句を選択する（彼がこの討論の口火を切った）

適切な敬語を選択する（私が先生のお宅に参ります）

適切な語句を選択する（彼女は，学級の縁の下の力持ち
と言える存在だ）

適切な語句を選択する（たなびく雲の間から，春の光が
もれている）

適切な語句を選択する（新聞を読む習慣を身に付ける）

漢字を書く（ビョウソク五メートルの風が吹く）

漢字を書く（地図のシュクシャクを調べる）

漢字を書く（アマったお金を貯金する）

漢字を読む（詳細に述べる）
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７ 中学校国語Ｂ問題
（１）結果の概要
○ 平均正答率が66.2％であり，全国平均を0.4ポイント上回っている。
○ ｢話すこと・聞くこと｣「読むこと」の領域の平均正答率は全国平均を上回っているが，｢書
くこと｣の領域は全国平均を0.8ポイント下回っている。

（２）正答数分布状況
○ 正答数の分布は全国とほぼ同様の傾向が見られる。
○ 正答数が４問(45％程度)以下の生徒の割合が全国と比べて低く，６問から７問(70％～80％
程度)正答した生徒の割合が高い傾向が見られる。

【平成２７年度正答数度数分布グラフ】 【平成２６年度正答数度数分布グラフ】

（３）領域別の平均正答率
○ 「話すこと・聞くこと 「読むこと」の領域は全国平均を上回っているが 「書くこと」の領」 ，
域は全国平均を0.8ポイント下回っている。

（４）設問別調査結果
○ 全国とのかい離が大きい(±４ポイント以上)設問等
（◇：かい離がプラス ◆かい離がマイナス，[ ]内の記号は設問番号）

【話すこと・聞くこと】
なし

【書くこと】
なし

【読むこと】
なし

【伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項】 設問なし

話すこと・聞くこと 書くこと 読むこと 合 計伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

県平均 全国平均 全国との 県平均 全国平均 全国との 県平均 全国平均 全国との 県平均 全国平均 全国との 県平均 全国平均 全国との
正答率 正答率 比 較 正答率 正答率 比 較 正答率 正答率 比 較 正答率 正答率 比 較 正答率 正答率 比 較
（％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％）年度

H27 73.0 72.2 0.8 35.9 36.7 -0.8 62.8 62.6 0.2 66.2 65.8 0.4

H26 43.1 41.0 2.1 50.5 49.2 1.3 57.6 56.8 0.8 52.0 51.0 1.0

H25 63.9 62.7 1.2 69.2 67.8 1.4 64.2 64.6 -0.4 68.6 67.4 1.2

H24 61.9 59.9 2.0 59.1 57.4 1.7 64.0 61.5 2.5 65.5 63.3 2.2

H22 47.5 45.6 1.9 62.8 60.2 2.6 68.8 67.5 1.3 66.7 65.3 1.4

H21 75.0 72.5 2.5 76.4 74.5 1.9 76.4 74.5 1.9

H20 48.1 46.7 1.4 61.8 60.8 1.0 63.1 60.5 2.6 61.8 60.8 1.0

H19 81.8 81.3 0.5 63.4 64.4 -1.0 69.8 70.6 -0.8 67.4 68.5 -1.1 71.0 72.0 -1.0
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[％]
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設問別集計結果

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項

選
択
式

短
答
式

記
述
式

宮
城
県
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

宮
城
県
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

１一
２
ウ ○ 75.8 73.2 0.1 0.2 2.6 -0.1

１二
２
ウ ○ 88.6 87.3 0.3 0.4 1.3 -0.1

１三
２
ウ

１
ウ ○ 54.7 56.2 2.5 2.8 -1.5 -0.3

２一
１
イ ○ 83.4 82.6 0.1 0.3 0.8 -0.2

２二
１
イ ○ 68.1 67.8 0.3 0.3 0.3 0.0

２三
２
ウ

２
オ ○ 22.2 23.0 3.7 3.7 -0.8 0.0

３一
１
エ ○ 89.2 88.6 0.4 0.5 0.6 -0.1

３二
２
ウ ○ 83.1 82.6 0.5 0.7 0.5 -0.2

３三
１
ウ

２
ウ ○ 30.6 31.1 9.7 11.2 -0.5 -1.5

生徒質問紙

宮城県 全国 かい離

１　全ての書く問題で最後まで解答を書こうと努力した 77.0 76.4 0.6

２　書く問題で解答しなかったり，解答を書くことを途中で諦めたりしたものがあった 19.5 19.5 0.0

３　書く問題は全く解答しなかった 2.9 3.4 -0.5

１　時間が余った 59.7 65.7 -6.0

２　ちょうどよかった 34.5 28.7 5.8

３　やや足りなかった 4.3 4.0 0.3

４　全く足りなかった 1.1 1.1 0.0

１　時間が余った 45.7 51.5 -5.8

２　ちょうどよかった 37.9 34.5 3.4

３　やや足りなかった 13.8 11.4 2.4

４　全く足りなかった 2.3 2.1 0.2

調査問題の解答時間は十分でしたか　(国語Ｂ)

調査問題の解答時間は十分でしたか　(国語Ａ)

今回の国語の問題について，解答を文章などで書く問題がありました
が，最後まで解答を書こうと努力しましたか

質　　　　　問　　　　　事　　　　　項

設問番号 設問の概要

学習指導要領の領域等

文章の最後の一文があった方がよいかどうかについ
て，話の展開を取り上げて自分の考えを書く

演奏するタイミングを選択し，その理由をノートの
内容と結び付けて書く

ウェブページの文章の内容について述べた文の空欄
に当てはまる言葉として適切なものを選択する

雑誌の記事に書かれていることとして適切なものを
選択する

　
　
正
答
率
の
か
い
離

　
　
無
解
答
の
か
い
離

資料を参考にして2020年の日本の社会を予想し，そ
の社会にどのように関わっていきたいか，自分の考
えを書く

「お泣きなさるな」という翻訳の効果として適切な
ものを選択する

「あたりは……良かった。」の説明として適切なも
のを選択する

問題形式 正答率(％) 無解答率(％)

ノートのその他の情報を役立てられる場合として適
切なものを選択する

フリップを作成する際に取り入れたポイントとして
適切なものを選択する
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８ 中学校数学Ａ問題
（１）結果の概要
○ 平均正答率は63.1％で，全国平均を1.3ポイント下回っているものの，全国平均とのかい離
は，平成２６年度より0.5ポイント小さくなっている。
○ 平均正答率で全国平均を上回った問題は36問中９問であった。
○ 「図形」領域を除く３領域で，無解答率10％以上の問題がそれぞれ２問ずつあり，いずれも
全国平均と比較すると1.0ポイント以上のかい離が見られる。

（２）正答数分布状況
○ 正答数の分布は全国と同様の傾向が見られるが，全国の最頻値の左側がやや厚い。
○ 全国と比較して，26問(70％程度)以上正答している生徒の割合が低く，６問～24問(15％～65％
程度)正答している生徒の割合が高くなっている。

（３）領域別の平均正答率
○ 全ての領域で，平均正答率が全国平均を下回っているものの，平成２６年度よりもかい離が
小さくなっており，特に 「図形」領域ではやや改善の傾向が見られる。，
○ 「数と式 「関数」の２領域では，全国平均正答率とのかい離がともに1.8ポイントあり，」，

引き続き課題が見られる。

（４）設問別の調査結果
○ 全国とのかい離が大きい(±４ポイント以上)設問等

（◇：かい離がプラス ◆かい離がマイナス，[ ]内の記号は設問番号）

【数と式】
◆ 具体的な事象における数量の関係を捉え，連立方程式をつくる問題の平均正答率は39.0％
であり，全国平均を5.9ポイント下回っている ［３(３)］。
◆ 連立二元一次方程式を解く問題の平均正答率は52.5％であり，全国平均を4.3ポイン
ト下回っている ［３(４)］。

【図形】
なし

【関数】
◆ 与えられた比例の式について，そのグラフ上の点のｘ座標を基にｙ座標を求める問題の平均正答率
は60.7％であり，全国平均を4.2ポイント下回っている ［10(２)］。

【資料の活用】
なし
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全国

【平成２６年度正答数度数分布グラフ】

数と式 図形 関数 資料の活用 合 計

県平均 全国平均 全国との 県平均 全国平均 全国との 県平均 全国平均 全国との 県平均 全国平均 全国との 県平均 全国平均 全国との
正答率 正答率 比 較 正答率 正答率 比 較 正答率 正答率 比 較 正答率 正答率 比 較 正答率 正答率 比 較
（％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％）年度

H27 65.9 67.7 -1.8 62.8 63.4 -0.6 59.9 61.7 -1.8 62.0 63.0 -1.0 63.1 64.4 -1.3

H26 75.5 77.4 -1.9 65.2 66.4 -1.2 56.0 58.0 -2.0 56.7 59.1 -2.4 65.6 67.4 -1.8

H25 71.7 72.7 -1.0 63.2 64.6 -1.4 57.0 58.7 -1.7 45.1 46.8 -1.7 62.2 63.7 -1.5

H24 66.1 67.5 -1.4 66.2 66.7 -0.5 50.3 52.1 -1.3 60.8 62.1 -1.3

H22 74.7 75.2 -0.5 63.8 64.3 -0.5 54.6 54.3 0.3 64.4 64.6 -0.2

H21 66.0 67.3 -1.3 64.8 64.6 0.2 55.7 56.2 -0.5 62.1 62.7 -0.6

H20 65.4 68.0 -2.6 61.6 62.7 -1.1 57.3 58.6 -1.3 61.4 63.1 -1.7

H19 72.4 74.4 -2.0 73.7 75.5 -1.8 64.4 65.9 -1.5 70.3 71.9 -1.6

[％]

[問]

【平成２７年度正答数度数分布グラフ】
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[％]

[問]

- 19 -



設問別集計結果

数
と
式

図
形

関
数

資
料
の
活
用

選
択
式

短
答
式

記
述
式

宮
城
県
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

宮
城
県
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

１（１）
小６
数量
(１)

○ 93.7 93.6 0.1 0.1 0.1 0.0

１（２）
１(１)

ウ ○ 80.6 83.7 1.4 1.2 -3.1 0.2

１（３）
１(１)

イ ○ 74.2 75.7 0.2 0.3 -1.5 -0.1

１（４）
１(１)
ア,エ ○ 75.8 75.4 1.3 1.3 0.4 0.0

２（１）
１(２)

ウ ○ 84.6 85.3 1.6 1.6 -0.7 0.0

２（２）
１(２)

エ ○ 20.0 22.2 10.3 9.0 -2.2 1.3

２（３）
２(１)

ウ ○ 62.5 64.2 8.0 6.8 -1.7 1.2

２（４）
２(１)

イ ○ 56.5 57.0 7.9 7.9 -0.5 0.0

３（１）
１(３)

イ ○ 80.2 79.4 0.5 0.5 0.8 0.0

３（２）
１(３)

ウ ○ 71.4 73.8 8.0 7.1 -2.4 0.9

３（３）
２(２)

ウ ○ 39.0 44.9 0.9 0.9 -5.9 0.0

３（４）
２(２)

ウ ○ 52.5 56.8 12.7 10.4 -4.3 2.3

４（１）
１(１)
ア ○ 57.7 59.1 1.0 1.0 -1.4 0.0

４（２）
１(１)
イ ○ 51.9 54.5 2.1 2.2 -2.6 -0.1

５（１）
１(２)
ア ○ 47.9 47.4 1.8 1.9 0.5 -0.1

５（２）
１(２)
イ ○ 83.7 83.4 0.2 0.3 0.3 -0.1

５（３）
１(２)
イ ○ 83.5 83.8 0.3 0.4 -0.3 -0.1

５（４）
１(２)
ウ ○ 53.6 56.4 1.5 1.4 -2.8 0.1

６（１）
２(１)
ア ○ 81.5 80.3 0.4 0.4 1.2 0.0

６（２）
２(１)
イ ○ 69.5 69.7 0.7 0.9 -0.2 -0.2

７（１）
２(２)
ウ ○ 75.3 76.1 0.4 0.5 -0.8 -0.1

７（２）
２(２)
ア ○ 76.1 76.1 7.5 6.8 0.0 0.7

７（３）
２(２)
ウ ○ 46.8 48.1 0.8 0.9 -1.3 -0.1

８
２

(１)ア
(２)イ

○ 26.2 25.8 1.2 1.2 0.4 0.0

９
１(１)
ア ○ 82.2 81.5 0.9 0.9 0.7 0.0

１０（１）
１(１)
エ ○ 59.6 61.7 1.2 1.2 -2.1 0.0

１０（２）
１(１)
ウ,エ ○ 60.7 64.9 11.4 9.8 -4.2 1.6

１０（３）
１(１)
エ ○ 49.0 49.3 20.0 17.2 -0.3 2.8

１１
２(１)
イ ○ 61.7 64.7 1.5 1.4 -3.0 0.1

１２（１）
２(１)
イ ○ 46.7 49.9 1.3 1.3 -3.2 0.0

１２（２）
２(１)
イ ○ 82.6 83.8 9.5 8.5 -1.2 1.0

１３
２(１)
ウ ○ 36.6 37.9 2.4 2.3 -1.3 0.1

１４（１）
１(１)

ア ○ 43.1 46.0 11.9 9.7 -2.9 2.2

１４（２）
１(１)

ア ○ 74.6 75.9 11.0 9.4 -1.3 1.6

１５（１）
小６
数量
(５)

○ 72.2 74.8 5.6 5.2 -2.6 0.4

１５（２）
２(１)

ア ○ 58.2 55.4 2.3 2.1 2.8 0.2

正
答
率
の
か
い
離

無
解
答
率
の
か
い
離

 a  が正の数のとき，a ×（－２）の計算の結果につい

て，正しい記述を選ぶ

１２－２×（－６）を計算する

１２：９ と等しい比を選ぶ

赤いテープの長さが a  ｃｍ で，白いテープの長さの

３／５倍のとき，白いテープの長さを a を用いた式で

表す

５x －x  を計算する

ある日の最低気温を基準にして，その前日の最低気温
との差から，前日の最低気温を求める

正答率(％) 無解答率(％)学習指導要領の領域 問題形式

連続する３つの整数のうち最も小さい整数を n とする

とき，それらの和が中央の整数の３倍になることを，
n を用いた式で表す

等式 ２x －y ＝５ を y について解く

連立二元一次方程式　　　       　 を解く

連立二元一次方程式をつくるために着目する数量を表
した式を選ぶ

一元一次方程式 １.２ x －６＝ ０.５ x ＋１ を解く

垂線の作図で利用されている図形の性質を選ぶ

与えられた式で体積が求められる立体を全て選ぶ

与えられた投影図から立体を読み取り，その立体を選
ぶ

直角三角形の斜辺を軸として回転させてできる立体を
選ぶ

一元一次方程式 ７x ＝５x ＋４ を解く際に用いられて

いる等式の性質を選ぶ

直方体において，与えられた辺に垂直な面を書く

△ＡＢＣを，矢印の方向に４ｃｍ 平行移動した図形を

かく

一次関数の表から，x と y の関係を表した式を選ぶ

比例のグラフから，x の変域に対応する y の変域を求

める

ひし形ＡＢＣＤにおいて，ＡＣ⊥ＢＤが表す性質を選
ぶ

四角形を五角形に変えたときの，内角の和の変化につ
いて正しい記述を選ぶ

同位角の位置にある角について正しい記述を選ぶ

対頂角は等しいことの証明について正しい記述を選ぶ

与えられた方法で作図された四角形が，いつでも平行
四辺形になることの根拠となる事柄を選ぶ

証明で用いられている三角形の合同条件を書く

設問番号

さいころを投げるときの確率について正しい記述を選
ぶ

設問の概要

セットメニューの選び方の総数を求める

度数分布表について，ある階級の度数を求める

反復横とびの記録の中央値を求める

二元一次方程式 x ＋y ＝３ の解を座標とする点の集合

として正しいものを選ぶ

時間と道のりの関係を表すグラフを基に，出発してか
ら１５分後にいる地点までの家からの道のりを求める

時間と道のりの関係を表すグラフから，速さが最も速
い区間を選ぶ

比例 y ＝２x のグラフ上の点Ａの x  座標が３のとき

の y  座標を求める

反比例のグラフを選ぶ

 y が x の関数でない事象を選ぶ

４x ＋ ２y＝５
x ＋ y＝ ２
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９ 中学校数学Ｂ問題
（１）結果の概要
○ 平均正答率は40.7％で，全国平均を0.9ポイント下回っている。全国平均とのかい離は，平
成２６年度より0.5ポイント大きくなっており，課題が見られる。
○ 平均正答率で全国平均を上回った問題は15問中５問であった。
○ 「資料の活用」領域の全ての問題で，平均正答率が全国平均を下回っている。

（２）正答数分布状況
○ 正答数の分布は全国とほぼ同様の傾向が見られる。
○ 全国と比べ，９問（60％程度）以上正答した生徒の割合が低く，２問～７問（15％～45％程度）正
答している生徒の割合が高くなっている。

（３）領域別の平均正答率
○ 全国平均とのかい離が大きく，平成２５年度以降課題となっていた「数と式」領域において
は，他の３領域と比較して，かい離が小さくなっている。
○ 「関数」領域の平均正答率は，平成２６年度は全国平均を上回っていたのに対し，平成２７
年度は全国平均を1.0ポイント下回り，課題が見られる。また 「資料の活用」の領域におい，
ても，全国平均とのかい離が大きくなっている。

（４）設問別調査結果
○ 全国とのかい離が大きい(±４ポイント以上)設問等

（◇：かい離がプラス ◆かい離がマイナス，[ ]内の記号は設問番号）

【数と式】
なし

【図形】
なし

【関数】
なし

【資料の活用】
なし
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【平成２７年度正答数度数分布グラフ】 【平成２６年度正答数度数分布グラフ】

数と式 図形 関数 資料の活用 合 計

県平均 全国平均 全国との 県平均 全国平均 全国との 県平均 全国平均 全国との 県平均 全国平均 全国との 県平均 全国平均 全国との
正答率 正答率 比 較 正答率 正答率 比 較 正答率 正答率 比 較 正答率 正答率 比 較 正答率 正答率 比 較
（％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％）年度

H27 62.4 63.2 -0.8 38.0 39.0 -1.0 29.7 30.7 -1.0 30.1 31.2 -1.1 40.7 41.6 -0.9

H26 54.7 56.9 -2.2 57.4 58.6 -1.2 65.7 64.4 1.3 55.4 55.9 -0.5 59.4 59.8 -0.4

H25 36.1 41.7 -5.6 45.8 44.8 1.0 39.2 40.0 -0.8 42.7 42.2 0.5 39.7 41.5 -1.8

H24 41.4 40.9 0.5 61.8 59.7 2.1 30.9 39.8 0.1 50.5 49.3 1.2

H22 43.5 43.2 0.3 41.1 40.2 0.9 46.2 45.5 0.7 44.0 43.3 0.7

H21 61.6 61.4 0.2 58.8 57.5 1.3 54.7 54.1 0.6 57.7 56.9 0.8

H20 53.8 54.2 -0.4 59.2 57.6 1.6 44.2 44.7 -0.5 49.1 49.2 -0.1

H19 45.5 48.2 -2.7 54.0 53.1 0.9 67.0 67.9 -0.9 59.4 60.6 -1.2

[％]

[問]

[％]

[問]
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設問別集計結果

数
と
式

図
形

関
数

資
料
の
活
用

選
択
式

短
答
式

記
述
式

宮
城
県
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

宮
城
県
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

１（１）
１(１)
エ,オ ○ 26.0 29.3 23.0 21.1 -3.3 1.9

１（２）
１(１)
エ,オ ○ 35.8 35.1 1.0 0.9 0.7 0.1

１（３）
１(１)
エ,オ ○ 10.6 11.7 5.4 5.6 -1.1 -0.2

２（１）
２(１)
イ,ウ ○ 79.3 78.8 6.3 6.0 0.5 0.3

２（２）
２(１)
イ,ウ ○ 40.7 43.1 25.6 24.0 -2.4 1.6

２（３）
２(１)
イ,ウ ○ 63.8 63.8 20.4 19.4 0.0 1.0

３（１）

１(２)
イ

２(２)
ウ

○ 42.9 42.6 9.0 8.7 0.3 0.3

３（２）

１(２)
イ

２(２)
ウ

○ 18.7 21.2 52.8 48.2 -2.5 4.6

４（１）
２(２)
ア,ウ ○ 42.9 42.5 1.1 1.2 0.4 -0.1

４（２）
２(２)
イ,ウ ○ 47.7 49.6 19.5 18.6 -1.9 0.9

５（１）

小５
数量
(３)

１(１)
イ

○ 38.3 39.1 27.9 26.8 -0.8 1.1

５（２）
１(１)
イ ○ 21.9 23.3 30.5 29.7 -1.4 0.8

５（３）
２(１)

イ ○ 66.0 67.3 1.5 1.5 -1.3 0.0

６（１）
２(１)

イ ○ 47.5 46.5 1.3 1.3 1.0 0.0

６（２）
２(１)

イ ○ 28.5 30.8 18.3 17.1 -2.3 1.2

生徒質問紙

宮城県 全国 かい離

50.0 51.3 -1.3

44.0 42.2 1.8

5.6 6.1 -0.5

52.6 59.3 -6.7

36.4 31.3 5.1

8.8 7.1 1.7

1.8 1.7 0.1

38.4 44.3 -5.9

33.7 32.3 1.4

22.0 18.4 3.6

5.5 4.5 1.0

１　全ての書く問題で最後まで解答を書こうと努力した

２　書く問題で解答しなかったり，解答を書くことを途中で諦めたりしたものがあった

３　書く問題は全く解答しなかった

１　時間が余った

２　ちょうどよかった

３　やや足りなかった

４　全く足りなかった

１　時間が余った

２　ちょうどよかった

３　やや足りなかった

４　全く足りなかった

　今回の数学の問題について，解答を言葉や数，式を使っ
て説明する問題がありましたが，最後まで解答を書こうと
努力しましたか

　調査問題の解答時間は十分でしたか　(数学Ａ)

　調査問題の解答時間は十分でしたか　(数学Ｂ)

質　　　　　　問　　　　　事　　　　　項

正答率(％)

設問番号

問題形式

設問の概要

底面になる円の半径の長さが８ｃｍ のとき，表や

式から，側面になるおうぎ形の中心角の大きさ
を求める方法を説明する

学習指導要領の領域

中心角の大きさ x と半径の長さ y  の間にある関係
について，正しい記述を選ぶ

記名のある落とし物を１個１点，ない落とし物
を１個２点として集計するとき，表彰する学級
の決め方として正しい記述を選ぶ

２回目の調査の方が落とし物の状況がよくなっ
たとは言い切れないと主張することもできる理
由を，グラフを基に説明する

１回目の調査で，落とし物の合計のうち，文房
具の占める割合を求める式を答える

正方形ＡＢＣＤを平行四辺形ＡＢＣＤに変えて
も，ＡＥ＝ＣＦとなることの証明を完成する

証明で用いた三角形の合同を根拠として，証明
したこと以外に新たにわかることを選ぶ

四角形ＥＦＧＨがいつでも平行四辺形になるよ
うに点Ｆの位置を決める方法を，平行四辺形に
なるための条件を用いて説明する

ポップアップカードを９０°に開いたとき，四角
形
ＥＦＧＨが正方形になる場合のＥＦの長さを求
める

連続する５つの整数の和について成り立つ事柄
を表現する

連続する３つの整数の和が中央の整数の３倍に
なることの説明を完成する

連続する３つの整数が１９，２０，２１のとき，そ
れらの和が中央の整数の３倍になるかどうかを
確かめる式を書く

映像の明るさを２倍にするための投映画面の面
積の変え方を選び，その理由を説明する

正
答
率
の
か
い
離

無
解
答
率
の
か
い
離

投映画面がスクリーンに収まり，できるだけ大
きく映し出すことができる投映距離を選ぶ

投映距離と投映画面の高さの関係を式で表す

無解答率(％)
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10 中学校理科
（１）結果の概要

○ 平均正答率は53.7％であり，全国平均を0.7ポイント上回る結果となっている。全国平均と
のかい離は平成２４年度より1.0ポイント小さくなっている。

○ 「物理的領域 「化学的領域 「生物的領域」の３領域において全国平均を上回っている。」 」

（２）正答数分布状況
○ 正答数の分布は全国とほぼ同様の傾向が見られる。
○ 4問～9問（15％～35％程度)正答した生徒の割合が全国と比べて低く，正答数が16問～20問

(65％～80％程度)以下の生徒の割合は全国より高くなっている。

【平成２７年度正答数度数分布グラフ】 【平成２４年度正答数度数分布グラフ】

（３）領域別の平均正答率
○ 物理的領域 化学的領域 生物的領域 の３領域において全国平均を上回っている 地「 」「 」「 」 。「

学的領域」においては，全国平均を0.1ポイント下回っている。

（４）設問別調査結果
○ 全国とのかい離が大きい（±４ポイント以上）設問等

（◇：かい離がプラス ◆かい離がマイナス，[ ]内の記号は設問番号）

【物理領域】
なし

【化学領域】
なし

【生物領域】
◇ 背骨のある動物の名称を答える問題の平均正答率は70.7％で，全国平均を6.8

ポイント上回っている ［８(１)］。
【地学領域】

なし

主として「知識」に関する問題 主として「活用」に関する問題 合 計

県平均 全国平均 全国との 県平均 全国平均 全国との 県平均 全国平均 全国との
正答率 正答率 比 較 正答率 正答率 比 較 正答率 正答率 比 較
（％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％）年度

H27 65.6 63.8 +1.8 49.1 48.8 +0.3 53.7 53.0 +0.7

H24 58.1 56.1 +2.0 49.4 47.8 +1.6 52.7 51.0 +1.7

物理的領域 化学的領域 生物的領域 地学的領域 合 計

県平均 全国平均 全国との 県平均 全国平均 全国との 県平均 全国平均 全国との 県平均 全国平均 全国との 県平均 全国平均 全国との
正答率 正答率 比 較 正答率 正答率 比 較 正答率 正答率 比 較 正答率 正答率 比 較 正答率 正答率 比 較
（％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％）年度

H27 49.3 48.9 +0.4 56.5 56.2 +0.3 64.7 62.2 +2.5 46.3 46.4 -0.1 53.7 53.0 +0.7

H24 48.1 45.9 +2.2 59.6 56.9 +2.7 51.2 50.7 +0.5 53.6 52.0 1.6 52.7 51.0 +1.7
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 設問別集計結果

物
理
的
領
域

化
学
的
領
域

生
物
的
領
域

地
学
的
領
域

宮
城
県
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

宮
城
県
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

１（１）
化学式

○
(４)
イ(ア)

○ 80.4 79.6 0.2 0.3 0.8 -0.1 

１（１）
濃度

○
(２)
イ(ア)

○ 44.6 45.0 19.9 17.6 -0.4 2.3

１（２） ○
(２)
イ(イ)

○ 32.4 32.6 0.3 0.3 -0.2 0.0

１（３） ○
(２)
ア(イ)

○ 52.4 53.0 19.5 18.8 -0.6 0.7

１（４） ○
(４)
ア(ア)
ウ(イ)

○ 74.1 73.6 0.4 0.4 0.5 0.0

１（５） ○
(４)
ア(ア)

○ 52.8 51.7 0.8 0.8 1.1 0.0

１（６） ○
(４)
ア(ア)

○ 58.5 57.7 1.4 1.2 0.8 0.2

２（１） ○
(４)
ア(ア)

○ 79.0 77.9 8.3 9.0 1.1 -0.7 

２（２） ○
(４)
ア(ア)

○ 50.4 48.6 0.4 0.5 1.8 -0.1 

２（３） ○
(４)
イ(ア)

○ 13.3 14.5 7.2 6.7 -1.2 0.5

２（４） ○
(１)
イ(イ)

(４)
イ(ア)

○ 63.7 62.2 0.5 0.5 1.5 0.0

３（１） ○
(４)
ア(ア)
イ(ア)

○ 35.7 36.5 0.6 0.6 -0.8 0.0

３（２） ○
(４)
イ(ア)

○ 35.3 39.0 0.8 0.8 -3.7 0.0

４（１） ○
(１)
ア(イ)

○ 42.8 43.7 0.6 0.6 -0.9 0.0

４（２） ○
(１)
ア(イ)

○ 50.5 50.3 1.0 1.1 0.2 -0.1 

５（１） ○
(３)
ア(イ)

○ 59.7 59.6 16.0 15.6 0.1 0.4

５（２） ○
(３)
イ(ウ)

○ 56.1 56.8 31.7 30.7 -0.7 1.0

６（１） ○
(１)
ア(ウ)

○ 42.6 40.1 0.8 0.8 2.5 0.0

６（２） ○
(１)
ア(ウ)

○ 29.5 29.9 1.1 1.0 -0.4 0.1

７（１） ○
(３)
イ(ア)

○ 74.1 72.2 0.8 0.9 1.9 -0.1 

７（２） ○
(３)
イ(ア)

○ 78.2 76.4 1.1 1.1 1.8 0.0

７（３） ○
(３)
イ(ア)

○ 59.3 57.3 27.8 27.8 2.0 0.0

８（１） ○
(３)
ウ(ア)

○ 70.7 63.9 9.5 10.4 6.8 -0.9 

８（２） ○
(３)
イ(ア)

○ 57.2 55.7 1.5 1.4 1.5 0.1

８（３） ○
(３)
イ(ア)

○ 48.4 47.4 25.6 25.5 1.0 0.1

児童質問紙

宮城県 全国 かい離

52.4 51.8 0.6
41 40.2 0.8
5.4 6.7 -1.3

49.4 52.5 -3.1
35.4 32.8 2.6
12.5 11.7 0.8
2.4 2.5 -0.1

今回の理科の問題について，解答を文章などで書く問題が
ありましたが，最後まで解答を書こうと努力しましたか

１　全て書く問題で最後まで解答を書こうと努力した

２　書く問題で解答しなかったり，解答を書くことを途中で諦めたりしたものがあった

３　書く問題は全く解答しなかった

調査問題の解答時間は十分でしたか

１　時間が余った

２　ちょうどよかった

３　やや足りなかった

４　全く足りなかった

質　　　　　　問　　　　　事　　　　　項

設問番号 設問の概要

枠組み
無解答率(％)

主
と
し
て
「

知
識
」

に
関
す
る
問
題

主
と
し
て
「

活
用
」

に
関
す
る
問
題

第1分野 第２分野 選
択
式

短
答
式

記
述
式

塩化ナトリウムの化学式を選ぶ

濃度５％の塩化ナトリウム水溶液１００ｇを
つくるために必要な塩化ナトリウムと水の質
量を求める

問題形式
正答率(％)

ベーキングパウダーの原材料で，気体の発生
に関係しているのが，炭酸水素ナトリウムで
あることを特定するための対照実験を選ぶ

他者の考えを検討して改善し，炭酸水素ナト
リウムとクエン酸の混合物を加熱したときの
化学変化の説明として最も適切なものを選ぶ

学習指導要領の分野等

同じ量の水に同じ量の炭酸水素ナトリウムと
硫酸ナトリウムをそれぞれ加えたとき，どち

らが炭酸水素ナトリウムであるかを選ぶ

水上置換法では二酸化炭素の体積を正確に量
れない理由を説明する

炭酸水素ナトリウムを加熱したときの質量の
変化のグラフから，温度と化学変化の記述と
して適切なものを選ぶ

電磁石を動かさず，スイッチを入れたり切っ
たりすると，検流計の針が振れる理由を，
「磁界」という言葉を使って説明する

１３時から１６時の四つの気象観測の記録か
ら，最も高い湿度を選ぶ

上空と地上の気温差による降水量の違いを調
べる装置として適切なものを選ぶ

実験の結果から，凸レンズによる実像ができ
るときの，像の位置や大きさについて適切な
説明を選ぶ

天気図から風向を読み取り，その風向を示し
ている風向計を選ぶ

湿った空気が斜面に沿って上昇してできる雲
について，その成因を説明した他者の考えを
検討して，誤っているところを改善する

上空を飛行中の飛行機内での菓子袋の膨らみ
を検証する実験について，空気を抜く操作に
対応する飛行機の状況を推論する

無
回
答
率
の
か
い
離

えらぶたの開閉回数の平均値を求める理由と
して適切なものを選ぶ

課題に対して適切な（課題に正対した）考察
になるよう修正する

正
答
率
の
か
い
離

キウイフルーツがゼラチンや寒天を分解する
働きを説明した記述として適切なものを選ぶ

キウイフルーツの上に置いたゼリーの崩れ方
に違いが見られたという新たな疑問から，適
切な課題を記述する

背骨のある動物の名称を答える

音の波形を比較し，音の高さが高くなった根
拠として，正しいものを選ぶ

音の高さは，空気の部分の長さに関係してい
るという仮説が正しい場合に得られる結果を
予想して選ぶ

消化酵素によって，デンプンが最終的に分解
された物質の名称を選ぶ

ヒトの「目のレンズと網膜の距離はほぼ変わ
らない」という条件に合う方法を選ぶ

抵抗に加わる電圧と流れる電流から，抵抗の
大きさを計算して求める

天気図から風力を読み取る
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Ⅲ 類似問題の経年比較（H24小とH27中の類似問題の比較）

（１）中学校国語

Ａ８一 話し手の意図を捉えながら聞き,発言の内容に応じて質問をする

平成２４年度小学校調査での正答率は66.1％であったが，今年度調査では85.5％であった。

。平成２７年度の全国平均とのかい離は＋0.9ポイントで平成２４年度と同様の結果であった

正答率も８割を上回る結果となり，改善が見られた。

インタビューをする際には,一問一答だけではなく,必要に応じて適切な質問をしながら聞く

ことで,話の内容や話し手の意図をより明確に捉えることができる。その際,質問には幾つかの

種類があることを具体例を挙げながら指導することが大切である。

(全国) ６５．２％

( 県 ) ６６．１％

Ｈ２４小国Ａ２
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(全国) ８４．６％

( 県 ) ８５．５％

Ｈ２７中国Ａ８一
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Ａ９六 手紙の基本的な形式に込められた意味を理解する

平成２４年度小学校調査での正答率は27.7％であったが，今年度調査では61.5％であった。

平成２４年度では，全国平均とのかい離が＋4.2ポイント，平成２７年度では＋3.3ポイントと

いずれも全国平均を上回っている。しかし，正答率が６割程度という状況であり，更なる改善

が必要である。

手紙を書く際には,伝える相手の立場や気持ちに配慮し,手紙の基本的な形式を理解して書く

ように指導することが大切である。その際,手紙の形式に込められた相手への敬意についても

考えさせることが重要である。

(全国) ２３．５％

( 県 ) ２７．７％

Ｈ２４小国Ｂ１三
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(全国) ５８．２％

( 県 ) ６１．５％

Ｈ２７中国Ａ９六
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Ｂ２三 多様な情報に触れながら，自分の考えをもつ

平成２４年度小学校調査での正答率は34.9％であったが，今年度調査では22.2％であった。

平成２４年度では，全国平均とのかい離が－2.8ポイントであったのに対して，平成２７年度で

は－0.8ポイントとかい離は小さくなり，改善傾向が見られた。しかし，正答率が２割程度とい

う状況であり，更なる改善が必要である。

多様な情報に触れながら問題意識をもったり新たな発想を得たりするためには，複数の本や

資料から得た情報を自分と結び付けて考えることが重要である。また，自分の考えを深めたり

広げたりするためには，学校図書館やインターネット等を利用し，主体的に情報を探すことも

。 ， 。必要である 多様な情報を関連付けて読むことの指導に当たっては 新聞等も有効な教材となる

(全国) ３７．７％

( 県 ) ３４．９％

Ｈ２４小国Ｂ３四
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(全国)２３．０％

( 県 )２２．２％

Ｈ２７中国Ｂ２三
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（２）中学校数学

Ａ２（２） 赤いテープの長さがａ㎝で，白いテープの長さの３／５倍のとき，白いテープの

長さをａを用いた式で表す。

（全国）４１．１％

（ 県 ）４１．６％

（全国）２２．２％

（ 県 ）２０．０％

平成２４年度の小学校調査では，

「120㎝の赤いテープの長さが白いテ

ープの長さの0.6倍に当たるとき，白

いテープの長さを求める式を書くこ

と」をみる問題の正答率は41.6％で

あった。

平成これに関連して出題された，

「赤いテー２７年度中学校調査の，

プの長さがａ㎝で，白いテープの長

さの３／５倍のとき，白いテープの

長さをａを用いた式で表すこと」を

。みる問題の正答率は20.0％であった

，誤答については

。と解答した生徒が52.5％であった

問題文の中に「倍」という表現が

，含まれることから

。と立式した生徒がいると考えられる

また，数量の関係を的確に捉えてい

ないとみられる

や という誤答もあ

った。

事柄や数量の関係を捉え，その関

係を文字式に表すことに引き続き課

題があると考えられる。

「３

５
ａ(㎝)

」

「２

５
ａ(㎝)

」

「
ａ× ３

５
(㎝)
」

「
ａ－

３

５
(㎝)
」

（ ）Ｈ２４ 小学校 算数Ａ ３ ２

（ ）Ｈ２７ 中学校 数学Ａ ２ ２
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Ａ５（１）直方体において，与えられた辺に垂直な面を書く。

（全国）６４．８％

（ 県 ）６５．２％

（全国）４７．４％

（ 県 ）４７．９％

「直方体において，与えられた面に垂直な辺を書くこと」をみる問平成２４年度小学校調査では，

題の正答率は65.2％であった。

これに関連して， 「直方体において，与えられた辺に垂直な面を書平成２７年度中学校調査では，

くこと」をみる問題を出題しており，正答率は47.9％であった。誤答については，辺ＣＧを含む面を

解答した生徒が ％であった。この中には，直線に垂直な面と直線を含む面を混同した生徒がいる35.3

空間における直線と平面の垂直についての理解に課題があると考えものと推察される。引き続き，

られる。

また，平成１９年度調査（正答率63.5％）及び平成２０年度調査（正答率63.0％）でも「直方体に

おいて，与えられた面に垂直な辺を書くこと」をみる類題が出題されているが，それよりも平成２７

， ， ，年度調査の方が正答率が低いことから 直方体において 与えられた面に垂直な辺を書くことよりも

与えられた辺に垂直な面を書くことに課題があることも読み取れる。

（ ）Ｈ２４ 小学校 算数Ａ ６ ２

（ ）Ｈ２７ 中学校 数学Ａ ５ １

- 32 -



（３）中学校理科
中理２（３） 考察などを検討して改善する際は，多面的，総合的に思考できるように

する

平成２４年度小学校調査で課題が見られた，水の状態変化に関する科学的な言葉や概念

を活用する問題である 平成２４年度小学校調査の正答率は オ63.2％ カ42.4％ キ42.。 ， ， ，

6％であり,全国平均とのかい離はオ＋1.1ポイント, カ 0.0ポイント, キ－0.9ポイントで

あった。平成２７年度調査では，正答率が13.3%であり，全国平均を1.2ポイント下回り課

題が見られた。

指導に当たっては，天気図や地形の断面図，気温や湿度などの複数の資料を使って，島

の上空だけに雲ができる理由を検討して改善する学習場面を設定することが考えられる。

その際，状態変化の概念が習得できていないということが考えられるので，水，水蒸気，

状態変化，大気圧など関連する知識を整理しておくことが大切である。

(全国）オ ６２．１％

カ ４２．４％

キ ４３．５％

（県） オ ６３．２％

（全国） １４．５％カ ４２．４％

キ ４２．６％

（県） １３．３％

H24 小理３（５） H27 中理２（３）
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Ⅳ 児童生徒質問紙調査結果 

 

１ 結果の概要 

○ 基本的な生活習慣については，全国と比べて肯定的な回答をしている項目が多い。 

○ 家庭で授業の予習・復習をしている小・中学生の割合は，昨年度より増加し，全国値を大きく上回った。 

○ 平日の家庭学習の時間は，小学生が全国値より高いものの，中学生は全国値を下回っている。また，休日の家

庭学習の時間は，小・中学生とも全国値を下回った。 

○ 長時間（３時間以上）携帯電話やスマートフォンで通話やメール，インターネットをしている割合,テレビ等

を見たり テレビゲームをしたりする小・中学生の割合は，昨年度より減少し全国値を下回った。 

○ 授業において始めに目標を明示し，最後に振り返り活動を行うことに関して，全国値には達しないものの，か

い離は小さくなり改善が見られる。 

 
２ 質問事項別の状況 

（１）学習に対する関心・意欲・態度 

○ 「授業のはじめに目標が示されていた」「授業の最後に学習内容を振り返る活動を行った」とする割合は，小・

中学生はとも昨年度から増加し，中学生の「授業の最後に学習内容を振り返る活動を行った」では，全国値を上

回った。 

○ 「授業の内容がよく分かる」とする小学生の割合は，国語・算数で昨年度より増加したが，国語で全国値を下

回っている。また，中学生では，国語，理科で全国値を上回っている。 

○ 国語の授業で文章のまとまりごとに内容を理解しながら読んでいる中学生の割合は，全国値より高く，自分の

考えを理由が分かるように気を付けて書いている小・中学生の割合も全国値を上回っている。 
○ 算数・数学の問題が分からないときは，あきらめずにいろいろな方法を考えることや，問題の解き方や考え方

が分かるようにノートに書くことについて，小学生では全国値を下回り，中学生では全国値とほぼ同じである。 
○ 理科の授業で「観察や実験の結果からどのようなことが分かったのか考えていますか」という質問に対して小

学生では全国値を下回っているが，中学校では上回っている。 
○新設された「学級やグループの中で自分たちで課題を立てて，その解決に向けて情報を集め，話し合いながら整

理して，発表するなどの学習活動に取り組んでいたか」という質問については，小・中学生ともに全国値を上回

った。         
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）基本的な生活習慣，家庭でのコミュニケーション，社会への関心等 
〇 小・中学生ともに，基本的生活習慣に関する質問では全国値を上回っている項目が多い。 
○ 家の人と学校での出来事について話をしている小学生の割合は昨年度より減少したが，中学生は増加し，全国

値を上回っている。 
○ 住んでいる地域の行事に参加している小・中学生の割合は，全国値を上回っている。 
○ 新聞を読む小学生の割合は全国値より低い。また，テレビ等のニュースを見る中学生の割合は全国値より高い。 

  ※表の下段は全国との比較 

H27 H26 H25 H24 H22 H21 H20 H19 H27 H26 H25 H24 H22 H21 H20 H19

84.1 77.5 78.1 78.3 67.7 65.0

-2.2 -4.5 -4.4 -1.4 -3.8 -3.1

73.6 68.0 73.3 60.2 53.0 52.9

-1.7 -3.9 -3.4 +0.9 -0.3 +1.6

80.9 78.8 78.4 83.7 82.3 80.1 77.6 78.7 75.8 74.5 74.3 74.7 71.5 70.1 69.6 67.5

-1.1 -1.3 -1.5 +0.6 +0.0 +0.1 -0.4 +0.7 +1.5 +2.5 +2.4 +3.5 +1.6 +1.3 +2.8 2.1

80.9 78.2 78.6 79.5 78.0 80.2 79.2 77.9 71.2 71.4 70.5 64.1 64.8 62.4 64.5 61.5

-0.1 -1.4 -1.6 +0.4 +0.8 +1.0 +0.8 +0.8 -0.4 -0.1 +0.0 -0.8 -0.9 -2.5 -1.0 -2.1

87.1 86.2 69.3 64.1

-0.8 +0.2 +2.5 -0.8

76.8 74.8 72.4 74.9 74.9 70.6 71.7 73.1 70.6 67.7 68.5 66.7 63.3 65.6

-0.4 -1.0 -0.9 -0.2 +1.5 -0.2 -0.2 +2.5 +3.1 +3.2 +2.9 +3.0 +2.6 4.1

73.9 71.6 68.9 72.0 72.8 66.7 67.2 71.6 65.2 66.5 63.3 62.1 58.6 61.4

+1.2 +0.9 +0.0 +0.7 +3.6 +0.5 0.1 +5.9 +4.9 +6.1 +3.9 +4.4 +3.5 5.9

78.5 77.0 75.4 78.1 77.4 77.6 76.2 75.0 70.7 70.5 68.2 65.7 68.7 64.9 64.7 63.6

-1.1 -1.1 -2.0 -1.0 +0.1 +0.8 +0.2 +0.3 +0.9 +0.2 +0.9 -0.3 +1.6 +0.1 +1.1 0.6

82.3 82.0 81.0 81.1 79.4 77.6 80.3 80.0 80.2 80.6 76.8 78.9 76.8 78.3

-1.5 -1.4 -1.5 -1.5 -1.4 -1.9 -1.1 +0.4 +0.2 +0.8 -0.5 +0.7 +0.0 +1.3

79.5 76.8 74.6 61.7

-0.9 +0.3 +7.4 +5.2

67.9 65.9 61.9 54.2

+0.8 +0.7 +6.9 +4.4

75.5 68.4

+1.3 +2.7

小学校（％） 中学校（％）

10
理科の授業で，観察や実験の結果から，どのようなこ

とが分かったのか考えていますか

2

5

国語の授業で自分の考えを書くとき，考えの理由が分

かるように気をつけて書いていますか

4

　

学級やグループの中で自分たちで課題を立てて，その解決

に向けて情報を集め，話し合いながら整理して，発表するな

どの学習活動に取り組んでいたと思いますか

国語の授業で文章を読むとき，段落や話のまとまりご

とに内容を理解しながら読んでいますか

国語の授業の内容はよく分かりますか

算数・数学の授業の内容はよく分かりますか

6

理科の授業の内容はよく分かりますか

質問事項

7

算数・数学の問題の解き方が分からないときはあきら

めずにいろいろな方法を考えますか8

12

算数・数学の授業で，問題の解き方や考え方が分かる

ようにノートに書いていますか9

3

1
授業のはじめに目標（ねらい・めあて）が示されていた

と思いますか

授業の最後に学習内容を振り返る活動をよく行ってい

たと思いますか

11
理科の授業で，観察や実験の進め方や考え方がまち
がっていないかを振り返って考えいますか
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（３）学習時間等 

 ○ 家で授業の予習，復習をしている割合は，小・中学生ともに昨年度よりもさらに増加し，全国値を大きく上回

っている。 
○ 平日の家庭学習の時間が短い小学生の割合がやや増えており，中学生では２時間以上勉強する生徒の割合は全

国値を下回っている。土日など休日の１日当たりの勉強時間（小学生で２時間以上，中学生で３時間以上）の割

合も小・中学生ともに全国値より低い。 
  ○ 小・中学生ともに，３時間以上テレビ等を見たり，テレビゲームをしたりする小・中学生の割合は，昨年度よ

り減少し，全国値を下回った。携帯電話やスマートフォンを使って通話やメール，インターネットをする時間が

３時間を超える小・中学生の割合も昨年度より減少し，全国値を下回っている。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）自尊意識・規範意識 
 ○ 「自分にはよいところがある」「人の役に立つ人間になりたい」とする小・中学生の割合は全国値を下回って

いる。 
○ 「ものごとを最後までやりとげてうれしかったことがある」とする小・中学生の割合は，ともに全国値とほぼ

同じである。 
○ 「夢や目標を持っている」とする小・中学生の割合は，ともに全国値をやや上回っている。 
○ 「学校のきまりを守っているか」「いじめはどんな理由があってもいけないことだと思うか」という規範意識

に関する質問について肯定的な回答をした割合は，小・中学生ともに全国値に届いていない。 
 
 
 

H27 H26 H25 H24 H22 H21 H20 H19 H27 H26 H25 H24 H22 H21 H20 H19

72.5 74.0 72.2 76.4 73.6 72.9 71.4 68.6 66.2 65.3 65.6 67.7 63.8 61.6 61.8 59.8

-3.9 -2.1 -3.5 -0.4 -0.8 -1.7 -2.0 -2.9 -1.9 -1.8 -0.8 -0.5 +0.7 +0.4 +1.0 -0.7

93.6 93.8 93.4 94.8 94.5 93.8 93.2 93.2 93.8 94.2 93.7 93.4 93.6 92.9 92.9 92.4

-0.9 -0.6 -0.9 +0.3 +0.4 +0.0 -0.3 +0.1 -0.4 +0.3 +0.0 +0.2 +0.9 +1.0 +1.0 +0.4

87.5 86.6 86.4 86.5 86.5 85.6 84.0 83.6 72.4 72.5 73.7 73.8 72.6 71.3 72.0 72.2

+1.0 -0.1 -1.3 -0.2 -0.3 -0.7 -0.7 -0.1 +0.7 +1.1 +0.2 +0.6 +0.9 +0.3 +1.3 +1.5

90.0 89.9 89.6 91.2 89.4 87.6 85.7 85.2 93.9 92.5 92.2 91.2 90.5 89.3 88.0 86.0

-1.1 -0.6 -1.0 -0.1 +0.2 -0.9 -0.6 -1.0 -0.5 -0.5 -0.3 -1.1 +0.4 +0.7 +0.6 +0.3

91.6 93.1 91.4 94.1 91.6 90.5 91.6 90.4 94.0 94.4 93.8 94.9 92.3 91.9 92.7 91.8

-2.3 -1.3 -1.6 +0.0 -0.4 -0.9 -0.3 -0.6 -0.9 -0.9 -0.4 +0.0 -0.4 +0.0 +0.2 +0.0

95.6 95.7 95 95.3 94.3 95.1 95.0 94.7 92.6 92.5 92.8 92.9 90.8 90.7 89.8 87.8

-0.6 -0.7 -0.9 -0.1 -0.7 +0.2 +0.3 +0.0 -1.1 -0.9 -0.7 -0.1 -0.3 +0.4 +0.3 -0.1

91.4 92.3 91.7 94.7 92.5 91.8 92.0 91.4 92.6 92.8 92.6 93.7 91.5 90.4 90.6 89.4

-2.3 -1.7 -1.9 +0.0 -0.9 -0.7 -0.4 -0.5 -1.1 -1.2 -0.7 -0.2 -0.6 +0.0 +0.1 -0.2

4
学校のきまり（規則）を守っていますか

小学校（％）

7

いじめは，どんな理由があってもいけない
ことだと思う

人の役に立つ人間になりたいと思う

2

自分には，よいところがあると思う

3

ものごとを最後までやりとげてうれしかっ
たことがありますか

5

将来の夢や目標を持っていますか

1

6

人の気持ちが分かる人間になりたいと思い
ますか

質問事項
中学校（％）

H27 H26 H25 H24 H22 H21 H20 H19 H27 H26 H25 H24 H22 H21 H20 H19

96.3 96.8 96.7 96.6 97.4 96.6 96.3 96.2 94.6 94.6 94.7 94.4 94.5 94.0 93.6 93.3

+0.7 +0.8 +0.4 +0.5 +1.0 +0.6 +0.9 +1.0 +1.1 +1.1 +0.9 +0.8 +1.2 +1.6 +1.7 +1.7

82.7 81.7 80.6 79.0 77.4 75.4 73.2 73.5 79.3 77.5 78.0 76.2 74.8 72.5 71.5 70.1

+3.2 +2.5 +1.7 +1.6 +1.9 +0.3 +0.5 +1.6 +4.1 +3.4 +3.7 +2.2 +3.8 +3.1 +3.3 +3.2

91.3 +90.9 +90.4 +90.0 +90.1 +89.3 +88.2 +88.7 92.7 92.9 92.6 92.4 92.5 91.8 91.3 89.9

+0.3 +0.0 -0.5 -0.6 -0.2 -0.9 -0.8 +0.2 +0.6 +0.8 +0.3 +0.5 +1.3 +0.9 +0.9 +1.0

80.0 81.5 77.8 77.6 77.0 71.0 70.9 70.0 76.3 74.2 67.6 66.7 65.1 61.1 60.0 60.0

+0.5 +1.1 +1.3 +1.7 +2.8 +0.1 +1.7 +1.6 +2.6 +1.6 +1.0 +1.0 +1.4 +1.3 +2.1 +2.2

75.8 76.0 73.1 73.2 74.4 73.0 71.6 72.6 46.4 44.2 41.3 37.9 39.5 40.9 39.8 39.7

+8.9 +8.0 +9.2 +10.0 +12.8 +10.6 +11.7 +10.6 +1.6 +0.7 -0.3 +0.2 +5.2 +3.1 +2.8 +2.2

20.7 24.4 27.2 19.7 21.8 27.5

-3.0 -2.7 -4.5 +0.9 +0.7 +2.2

83.1 84.9 84.0 85.0 84.4 86.9

-0.6 +0.2 -0.5 +1.1 +2.3 +2.3

毎日，同じくらいの時刻に起きていますか

2

3

小学校（％）

毎日，同じくらいの時刻に寝ていますか

中学校（％）
質問事項

今住んでいる地域の行事に参加しています

か5

家の人と学校での出来事について話をして
いますか4

朝食を毎日食べていますか
1

7
テレビのニュース番組やインターネットの

ニュースを見ますか

6
新聞を読んでいますか

H27 H26 H25 H24 H22 H21 H20 H19 H27 H26 H25 H24 H22 H21 H20 H19

68.1 65.7 61.3 61.1 64.7 55.5 51.5 53.7 50.4 48.5 45.6 44.3 40.1 35.8

+5.3 +4.7 +2.4 +3.1 +6.4 +0.8 -0.5 +4.9 +3.8 +4.0 +2.7 +2.5 +2.2 +1.6

50.5 50.2 47.6 45.6 48.6 42.6 39.1 36.6 50.0 46.7 48.3 39.3 43.9 42.1 41.0 39.3

+7.1 +7.0 +6.3 +5.1 +8.2 +5.1 +3.7 +3.7 +14.7 +12.5 +14.8 +10.0 +13.0 +12.6 +12.6 +9.8

67.0 66.1 61.9 59.9 61.2 54.9 50.8 45.8 65.4 63.0 60.8 56.8 54.4 49.7 48.4 45.8

+12.5 +12.1 +10.5 +9.7 +11.6 +8.9 +7.4 +5.7 +13.4 +12.6 +12.2 +11.3 +10.9 +9.2 +8.8 +6.6

91.1 90.6 90.1 89.1 88.7 86.1 83.5 83.5 86.0 85.9 85.4 84.7 83.1 81.7 81.4 78.6

+3.3 +3.4 +2.4 +3.5 +3.9 +2.5 +1.1 -0.4 +0.0 +0.7 +0.2 +1.4 +0.0 -0.2 -0.7 -2.6

64.8 64.1 64.8 61.2 61.5 56.9 52.9 53.8 67 66.1 66.4 65.8 63.7 62.2 63.1 59.9

+1.9 +2.1 +1.6 +1.7 +3.3 -0.3 -3.2 -4.1 -2.0 -1.8 -2.2 -0.6 -2.5 -3.1 -2.3 -5.1

20.1 21.4 22.0 21.3 20.8 19.7 18.8 18.3 29.7 29.6 30.7 30.0 28.5 29.1 29.8 27.4

-5.6 -4.4 -5.1 -4.3 -4.9 -6.0 -6.7 -7.2 -6.0 -5.5 -5.8 -5.3 -7.2 -6.6 -5.9 -8.0

6.1 6.8 7.0 7.0 6.8 6.3 6.1 5.6 6.8 6.9 7.1 6.6 6.3 6.6 7.0 6.2

-5.0 -4.4 -4.5 -4.1 -4.6 -5.3 -5.3 -5.3 -3.6 -3.5 -3.4 -3.3 -3.9 -3.6 -3.2 -3.5

21.2 22.0 20.9 19.5 20.5 17.9 16.3 15.4 16.6 15.6 15.5 15.0 12.9 13.5 13.6 11.8

-3.3 -2.0 -4.3 -4.3 -3.0 -4.9 -6.4 -7.6 -1.1 -1.3 -1.7 -1.2 -2.9 -1.9 -1.5 -3.1

35.6 39.6 41.9 47.8 47.2 51.1 51.7 38.0 27.0 30.3 29.7 33.3 38.1 40.4 43.0 35.9

-0.5 +1.6 +3.3 +5.1 +3.9 +5.4 +5.6 +3.7 -3.5 -1.2 +0.0 +0.8 +1.6 +2.4 +3.4 +2.8

15.9 17.4 16.1 13.7 12.6 13.0 14.0 9.8 18.6 19.8 14.3 10.5 10.2 10.5 10.4 10.5

-1.1 +0.4 +1.2 +1.1 +1.3 +1.4 +2.1 +0.9 -1.9 -0.5 +0.0 -0.9 -0.6 +0.1 -0.1 -0.2

4.6 4.8 15.5 18.8

-1.1 -0.2 -2.7 -1.0

7
普段1日当たりどれくらいの時間，テレビ
ゲーム（コンピュータゲーム、携帯式の
ゲーム含む）をしますか（３時間以上）

普段1日にどれくらいの時間，テレビやビ
デオ・DVDを見ますか(３時間以上)6

8
普段1日にどれくらいの時間，携帯電話や
スマートフォンで通話やメール，インター
ネットしますか（３時間以上）

5

家で学校の授業の予習をしていますか

3 家で学校の授業の復習をしていますか

３０分以上

１時間以上

２時間以上

土日など学校が休みの日に１日当たりどれ
くらいの時間勉強をしますか（小学生２時
間以上，中学生３時間以上）

質問事項
小学校（％） 中学校（％）

2

３時間以上

4
普段（月～金曜日）,１日あ
たりどれくらいの時間勉強
をしますか

家で自分で計画を立てて勉強をしています
か

1

- 35 -



Ⅴ 学校質問紙調査結果 
 
１ 結果の概要                               

○ 将来就きたい仕事や夢について考えさせる指導に取り組んでいる学校の割合は，小・中学校ともに高く，特に
小学校では全国値を大きく上回っている。 

○ 「全国学力・学習状況調査の結果を地方公共団体における独自の学力調査の結果と併せて分析し，具体的な教
育指導の改善や指導計画等への反映を行った」と回答した学校の割合は，小・中学校ともに昨年度よりも増加し
ており，全国値よりも高い。 

○ 「全国学力・学習状況調査の自校の結果について，保護者や地域の人たちに対して公表や説明を行った（学校
のホームページや学校だより等への掲載，保護者会等での説明を含む）」と回答した学校の割合は，小学校で昨
年度より増加しており，小・中学校ともに全国値よりも高い。 

○ 教科の指導内容や指導方法について近隣の中学校と連携（教師の合同研修，教師の交流，教育課程の接続な
ど）を行っている小学校の割合は，昨年度より増加したものの，全国値を大きく下回っている。また，近隣の小
学校と連携している中学校の割合も，全国値を大きく下回っている。 

○ 理科の指導において，長期休業期間中に自由研究や課題研究などの家庭学習を与えた小学校の割合は，全国値
を大きく下回っている。 

○ 学校でテーマを決め，講師を招聘するなどして校内研修を行っている割合は，小・中学校ともに全国値より低
く，特に中学校で差が大きい。 

 
 

２ 質問事項別の状況 
 
（１）指導方法・学習規律  

○ 将来就きたい仕事や夢について考えさせる指導に取り組んでいる学校の割合は，特に小学校で全国値を大き
く上回っている。 

○ 授業の冒頭で目標（めあて・ねらい）を児童生徒に示す活動を計画的に取り入れている学校の割合は， 
小・中学校で増加しており，ともに全国値を上回っている。 

○ 授業の最後に学習したことを振り返る活動を計画的に取り入れている学校の割合は，小学校で全国値より低 
く，中学校で全国値と同程度である。 

※ 表の下段は全国との比較（以下同じ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
（２）調査結果の活用 

○ 自校の結果を分析し，具体的な教育指導の改善や指導計画等への反映を行った学校の割合は，小・中学校とも
に昨年度より増加しており，全国値より高い。 

○ 自校の結果について，保護者や地域の人たちに公表や説明を行った学校の割合は，小・中学校ともに全国値よ
り高い。 

○ 本調査や学校評価の自校の結果等を踏まえた学力向上のための取組について，保護者や地域の人たちに働きか
けを行った学校の割合は，小・中学校ともに増加しており全国値より高い。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
（３）学力向上に向けた取組 

○ 放課後を利用した補充的な学習サポートを実施した学校の割合は，小学校では全国値を大きく上回っているが，
中学校では全国値より低い。 

○ 長期休業期間を利用した補充的な学習サポートを実施した学校の割合は，小学校では増加し，全国値より高い  
   が，中学校では全国値より低い。 
 
 
 
 
 
 
 
 

H27 H26 H25 H24 H22 H21 H20 H19 H27 H26 H25 H24 H22 H21 H20 H19

84.0 86.6 78.6 77.6 72.3 68.1 62.1 96.6 96.0 99.0 97.3 94.1 96.8 95.9

+11.6 +14.6 +7.1 +6.3 +1.7 -1.4 -4.1 +0.2 +1.8 +4.5 +2.0 -2.1 +0.9 +0.0

98.7 95.2 96.1 97.5 94.1 95.4

+0.6 -1.7 -0.4 +1.8 +0.1 +2.8

91.8 91.6 91.4 91.2 91.6 90.9

-2.1 0 -0.6 +0.3 +2.4 +2.8

小学校（％）
質　問　事　項

中学校（％）

1
将来就きたい仕事や夢について考えさせる指導
をしたか。

2
授業の冒頭で目標（めあて・ねらい）を児童生徒
に示す活動を計画的に取り入れているか。

3
授業の最後に学習したことを振り返る活動を計
画的に取り入れているか。

H27 H26 H25 H24 H22 H21 H20 H19 H27 H26 H25 H24 H22 H21 H20 H19

95.9 81.2 94.1 80.2

+4.0 -7.7 +6.2 -4.3

97.5 94.4 93.2 93.6

+9.5 +13.3 +9.3 +18.0

95.9 93.4 91.2 90.1

+8.5 +8.4 +10.7 +12.9

小学校（％）
質　問　事　項

中学校（％）

1
全国学調の結果を地方公共団体独自の学力調査

の結果と併せて分析し，具体的な教育指導の改善

や指導計画等への反映を行っているか。

2
全国学調の自校の結果について保護者や地域の人

たちに公表や説明を行ったか。

3
全国学調や学校評価の自校の結果等を踏まえた学

力向上等の取組について，保護者や地域の人たち

に働きかけたか。

H27 H26 H25 H24 H22 H21 H20 H19 H27 H26 H25 H24 H22 H21 H20 H19

71.8 76.4 74.0 70.2 78.5 76.8 58.6 61.0 79.8 88.5 88.9 85.2 84.0 85.9 63.6 61.8

+13.7 +14.1 +12.3 +8.4 +16.5 +15.9 +16.7 +20.1 -0.9 +1.7 +2.9 -1.5 -1.5 +2.7 +6.4 +6.4

67.9 62.1 61.8 53.3 53.5 46.6 43.0 41.2 73.5 74.3 74.7 74.5 73.7 68.6 70.0 68.9

+5.1 -4.0 -3.2 -10.1 -5.1 -10.3 -7.0 -6.6 -6.3 -10.0 -9.4 -9.6 -6.7 -11.6 -7.0 -6.1

小学校（％）
質　問　事　項

中学校（％）

1
放課後を利用した補充的な学習サポートを実施
したか。

2
長期休業日を利用した補充的な学習サポートを

実施したか。
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（４）国語科，算数・数学科，理科の指導方法 
○ 国語の指導として，書く習慣を付ける授業を行った学校の割合は，小学校で増加し，小・中学校ともに全国値
より高い。 

○ 国語の指導として，様々な文章を読む習慣を付ける授業を行った学校の割合は，小学校で増加し，全国値と同
程度だが，中学校では全国値より低い。 

○ 算数・数学の指導として，補充的な学習・発展的な学習の指導を行った中学校の割合は，全国値より低い。 
○ 理科の指導として，補充的な学習の指導を行った割合は，中学校で全国値よりも高く，小学校で全国値より低
い。また，発展的な学習の指導を行った割合は，小・中学校ともに全国値より低い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（５）家庭学習・家庭との連携 

○ 生徒の保護者に対して，生徒の家庭学習を促す働きかけをした学校の割合は，小・中学校ともに昨年度を下 
回り，中学校で全国値より低い。 

○ 家庭学習の課題の与え方について，校内の教職員で共通理解を図った学校の割合は，小学校で全国値より高く， 
中学校で全国値より低い。 

○ 家庭学習の取組として，調べたり文章を書いたりする宿題を与えた学校の割合は，小・中学校ともに全国値 
より高い。経年比較においては，中学校で大きく増加している。 

○ 家庭での学習方法等を具体例を挙げながら教えた学校の割合は，小・中学校ともに全国値より高い。 
○ 児童・生徒に対する理科の指導として，長期休業期間中に自由研究や課題研究などの家庭学習の課題を与えた 
学校の割合は，小・中学校ともに全国値を大きく下回っており，特に小学校で顕著である。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（６）言語活動の充実 

○ 児童・生徒自ら学級やグループで課題を設定し，その解決に向けて話し合い，まとめ，表現するなどの学習活
動を取り入れている学校の割合は，小・中学校ともに全国値より高い。 

○ 学校全体の言語活動の実施状況や課題について，全教職員の間で話し合ったり，検討したりしている学校の 
割合は，小学校で減少し全国値より低く，中学校で全国値より高い。 

 
 
 
 
 
 
 
（７）教員研修・教職員の取組，学校種間の連携 
  ○ 学校でテーマを決め，講師を招聘するなどの校内研修を行っている学校の割合は，小・中学校ともに全国値を

大きく下回っている。 
○ 教科の指導内容や指導方法について近隣の小・中学校と連携を行っている学校は，，小・中学校ともに全国値
を大きく下回っている。 

 

H27 H26 H25 H24 H22 H21 H20 H19 H27 H26 H25 H24 H22 H21 H20 H19

73.8 66.1

+0.8 +2.8

81.9 86.1 81.4 80.2

-6.7 -2.1 +3.8 +4.3

小学校（％）
質　問　事　項

中学校（％）

1
授業において，児童・生徒自ら学級やグループで課

題を設定し，その解決に向けて話し合い，まとめ，表
現するなどの学習活動を取り入れている。

2
学校全体の言語活動の実施状況や課題について，

全教職員の間で話し合ったり検討したりしている。

H27 H26 H25 H24 H22 H21 H20 H19 H27 H26 H25 H24 H22 H21 H20 H19

94.4 93.2 89.1 94.0 91.6 88.3 90.1 82.2 96.5 96.5 96.0 94.9 94.2 95.0 89.5 85.8

+2.5 +2.6 -0.8 +4.2 +2.2 -0.8 +2.7 -1.2 +2.0 +2.9 +3.8 +3.3 +3.1 +4.1 -0.3 -1.9

85.3 82.2 86 89.5 85.4 85.5 87.4 82.6 83.3 84.7 78.3 84.6 84.9 85.9 81.4 84.4

+0.7 -1.0 +2.3 +6.6 +2.4 +2.2 +4.5 +2.3 -3.4 -1.4 -5.9 +0.7 +0.2 +3.2 -1.7 +2.3

70.8 71.9 67.0 66.6 68.1 73.2 72.7 68.9 83.4 78.3 72.3 82.0 77.2 81.3 78.7 73.7

-3.0 +1.0 -0.8 -1.2 -1.5 +4.3 +1.0 +3.9 +5.2 +3.4 -1.1 +7.3 +2.6 +7.2 +4.2 +3.6

41.2 38.5 33.2 35.6 41.8 38.3 36.5 33.0 59.8 54.4 54.1 59.4 57.7 55.9 55.5 53.8

-3.4 -2.2 -4.4 -3.2 +2.7 -0.9 -1.2 -0.4 -1.0 -1.6 +0.4 +5.3 +5.3 +5.0 +6.9 +7.3

92.6 89.8 87.4 91.9 89.6 88.5 93.1 88.8 87.3 88.1 88.9 87.3 89.0 88.2 91.8 91.2

+0.8 +0.3 +0.1 +3.6 +1.8 +1.8 +3.1 +1.0 -1.8 +0.5 +2.9 +0.3 +2.4 +2.1 +3.0 +4.5

61.6 54.4 54.7 55.0 58.4 55.4 59.2 56.4 61.2 59.4 52.5 53.9 52.6 60.0 55.9 55.1

0.0 -3.9 +0.3 +1.1 +4.5 +0.9 +1.4 -1.9 -4.2 -1.9 -5.8 -4.6 -4.1 +4.5 -3.2 +4.6

50.4 43.7 84.3 77.6

-5.4 -6.9 +5.5 +1.5

41.0 33.4 59.3 60.2

-6.2 -8.8 -3.2 +3.5

小学校（％）
質　問　事　項

中学校（％）

1
国語の指導として，書く習慣を付ける授業を行っ
たか。

2
国語の指導として，様々な文章を読む習慣を付
ける授業を行ったか。

3
国語の指導として，補充的な学習の指導を行っ
たか。

4
国語の指導として，発展的な学習の指導を行っ
たか。

8
理科の指導として，発展的な学習の指導を行っ
たか。

5
算数・数学の指導として，補充的な学習の指導
を行ったか。

6
算数・数学の指導として，発展的な学習の指導
を行ったか。

7
理科の指導として，補充的な学習の指導を行っ
たか。

H27 H26 H25 H24 H22 H21 H20 H19 H27 H26 H25 H24 H22 H21 H20 H19

97.7 98.8 81.8 90.1

+1.2 +2.9 -2.1 +4.7

92.1 93.6 75.5 76.2

+5.0 +8.2 -3.0 -0.7

82.2 82.2 74.6 75.5 73.1 68.8 58.6 61.3

+2.7 +4.4 -0.5 +0.8 +7.0 +4.6 -0.7 +1.4

93.9 95.4 93.1 93.2 90.2 91.1 91.9 88.4

+4.1 +7.2 +2.2 +3.0 +4.5 +6.3 +4.8 +1.8

52.9 57.7 74.0 71.1

-31.4 -2.6 -7.2 -9.3

小学校（％） 中学校（％）
質　問　事　項

5
児童・生徒に対する理科の指導として，長期休
業期間中に自由研究や課題研究などの家庭学
習を与えましたか。

1
生徒の保護者に対して，生徒の家庭学習を促す
働きかけをしましたか。

2
家庭学習の課題の与え方について，校内の教
職員で共通理解を図ったか。

3
家庭学習の取組として，調べたり文章を書いた
りする宿題を与えたか。

4
家庭での学習方法等を具体例を挙げながら教え
たか。

H27 H26 H25 H24 H22 H21 H20 H19 H27 H26 H25 H24 H22 H21 H20 H19

78.4 77.5 77.6 78.1 78.4 73.7 75.0 70.1 65.2 71.8 65.2 66.6 71.1 66.4 59.0 63.6

-14.9 -15.0 -15.1 -13.9 -13.8 -18.2 -17.1 -10.1 -20.6 -13.0 -19.2 -17.3 -11.3 -16.2 -23.9 -19.5

55.7 49.3 53.7 69.4 58.3 63.9 51.5 59.8

-11.0 -13.1 -15.5 -8.1 -17.2 -8.2 -18.0 -18.4

中学校（％）

1
学校でテーマを決め，講師を招聘するなどの校
内研修を行っているか。

2
教科の指導内容や指導方法について近隣の小学
校・中学校と連携を行ったか。

質　問　事　項
小学校（％）
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Ⅵ 平均正答率の高い県との比較 

 宮城県全体の課題をより明確に把握したいと考え，児童生徒質問紙調査において，自尊意識，将来の夢や

目標，基本的な生活習慣，学習習慣，教科への取組や関心・意欲・態度に関する特徴の見られた 13 項目に

ついて，平均正答率の高い県（以下，高位県）と比較した。また，学校質問紙調査において，地域人材・施

設の活用について，平均正答率の高い県（以下，高位県）と比較した。 

 

（１）自尊意識，将来の夢や目標に関する質問事項の比較結果（児童生徒質問紙調査） 

①自分にはよいところがあると思いますか。 
【小学校】                   【中学校】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・小・中学生ともに全国値及び高位県より低い。 
 

②将来の夢や目標を持っていますか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・小学生は全国値より高いが，高位県より低い。 
・中学生は全国値とほぼ同じで，高位県より低い。 
 
（２）基本的な生活習慣に関する質問事項の比較結果（児童生徒質問紙調査） 

①１日何時間，テレビ等を見ますか。（３時間以上と回答した割合） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・小学生は全国値とほぼ同じで，高位県より高い。 
・中学生は全国値より低いが，高位県より高い。 
 

  

79.9 79.2 80.2 79.0 77.6 
75.5 74.4 

72.3 

72.5 74.0 72.2 
76.4 

73.6 72.9 71.4 
68.6 

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

Ｈ27Ｈ26Ｈ25Ｈ24Ｈ22Ｈ21Ｈ20Ｈ19

高位県

宮城県

全国

74.4 73.2 
71.2 

73.7 

68.7 
66.0 65.8 64.2 

66.2 65.3 65.6 
67.7 

63.8 
61.6 61.8 59.8 
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89.6 
88.1 89.6 

87.3 88.7 87.2 85.9 84.0 
87.5 

86.6 86.4 
86.5 86.5 85.6 84.0 83.6 
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70.0

80.0

90.0

100.0
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全国

76.3 74.3 75.7 75.6 74.3 72.1 72.5 71.7 

72.4 72.5 73.7 73.8 
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32.0 
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38.0 
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②１日何時間，スマートフォン等で通話やメール，インターネットをしますか。（３時間以上と回答した割合） 
【小学校】                   【中学校】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・小・中学生ともに全国値より低い。 
・小学生は高位県とほぼ同じで，中学生は高位県より高いが高位県とのかい離は小さくなっている。 
  
（３）学習習慣に関する質問事項の比較結果（児童生徒質問紙調査） 

①普段何時間くらい勉強しますか。（小学校：１時間以上，中学校：２時間以上） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・小学生は全国値より高いが，高位県より低い。 
・中学生は全国値より低いが，高位県より高く，この傾向が続いている。 
 

②家で学校の授業の復習をしていますか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・小・中学生ともに全国値を大きく上回っている。 
・小学生は高位県より低いが，中学生は高位県より高く，この傾向が続いている。特に中学校では増加傾向

が見られる。 
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（４）教科への取組や関心・意欲・態度に関する質問事項の比較結果（児童生徒質問紙調査） 

①国語の勉強は好きですか。 
【小学校】                     【中学校】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・小学生は全国値とほぼ同じで，高位県より低い。 
・中学生は全国値より高く，高位県とほぼ同じである。 
 

②算数・数学の勉強は好きですか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・小学生は全国値より高いが，高位県より低い。 
・中学生は全国値より高く，高位県とほぼ同じである。 
 

③理科の勉強は好きですか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・小学生は全国値とほぼ同じで，高位県より低い。 
・中学生は全国値より高いが，高位県より低い。 
 

63.1 
59.3 60.8 63.6 

65.5 

61.4 59.1 
61.6 60.9 

59.2 
57.3 

65.4 
63.2 

58.0 
55.0 

60.0 

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

Ｈ27Ｈ26Ｈ25Ｈ24Ｈ22Ｈ21Ｈ20Ｈ19

高位県

宮城県

全国

63.0 

62.2 61.3 61.6 

58.9 57.7 
54.8 56.6 

63.2 

60.9 60.6 

63.4 
60.9 59.4 58.5 59.7 

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

Ｈ27Ｈ26Ｈ25Ｈ24Ｈ22Ｈ21Ｈ20Ｈ19

高位県

宮城県

全国

56.6 
57.4 57.4 

53.2 55.1 
52.6 

54.0 

50.7 

57.1 57.9 
55.8 54.2 55.3 

53.7 53.9 52.6 

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

Ｈ27Ｈ26Ｈ25Ｈ24Ｈ22Ｈ21Ｈ20Ｈ19

高位県

宮城県

全国

71.1 69.6 
72.2 

68.4 69.1 70.0 69.9 
68.0 68.2 

66.3 66.6 67.8 65.7 
68.5 67.5 

66.4 

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

Ｈ27Ｈ26Ｈ25Ｈ24Ｈ22Ｈ21Ｈ20Ｈ19

高位県

宮城県

全国

69.2 70.9 
66.1 65.2 

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

Ｈ27Ｈ24

高位県

宮城県

全国87.7 86.0 83.8 82.6 

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

Ｈ27Ｈ24

高位県
宮城県
全国

- 40 -



 
 

④国語の授業の内容はよく分かりますか。 
【小学校】                   【中学校】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・小学生は全国値及び高位県より低い。 
・中学生は全国値より高いが，高位県より低い。 
 

⑤算数・数学の授業の内容はよく分かりますか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・小・中学生ともに全国値とほぼ同じだが，高位県より低い。 
 

⑥理科の授業の内容はよく分かりますか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・小学生は全国値とほぼ同じだが，高位県より低い。 
・中学生は全国値より高いが，高位県より低い。 
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（５）地域人材・施設の活用に関する質問事項の比較結果（学校質問紙調査） 

①職場見学や職場体験活動を行っていますか。 
【小学校】                   【中学校】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・小学校は全国値及び高位県を大きく下回っている。 
・中学校は全国値及び高位県とほぼ同じである。 
 
 
（６）高位県との比較から見えてきた宮城県全体の状況 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 本県児童生徒の自尊意識は，高位県と比較して小・中学生ともに低い。また，小・中学生ともに

全国値より低い。 

○ 将来の夢や目標を持っている本県児童生徒の割合は，高位県と比較すると小・中学生ともに低い。 

○ ３時間以上テレビやビデオ・DVD を見る児童生徒の割合は，高位県，全国，本県ともに減少傾向

にあるものの，本県児童生徒の割合は高位県に比べて高い。また，３時間以上通話やメール，イン

ターネットをする割合は，小・中学生ともに全国値より低く，小学生で高位県とほぼ同じだが中学

生は高い。しかし，高位県とのかい離は小さくなっている。 

○ 平日に家で１時間以上勉強する本県小学生の割合は，高位県より低い。２時間以上勉強する本県

中学生の割合は，高位県より高いが全国値よりは低い。 

○ 家で学校の授業の復習をする本県児童生徒の割合は，小・中学生ともに全国値を大きく上回り，

中学生は高位県より高い傾向が続いているが，小学生は高位県より低い。 

○ 国語，算数・数学の勉強が好きな本県小学生の割合は，高位県より低く，本県中学生の割合は，

高位県とほぼ同じである。理科の勉強が好きな割合は，小・中学生ともに高位県より低い。国語，

算数・数学，理科の授業が分かると答えた本県児童生徒の割合も高位県より低い。しかし，国語や

算数・数学，理科の勉強が好き，分かると答えた本県児童生徒の割合は，中学校数学を除いて昨年

度（理科は平成２４年度）と比較すると増加の傾向が見られる。 

○ 職場見学や職場体験活動を行っている学校の割合は，本県中学校については全国値，高位県とほ

ぼ同じであるが，本県小学校については全国値，高位県を大きく下回っている。 
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